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神奈川県立自然保護センター野外施設の

鳥類生息調査
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Nature Conservation Center

Kengo S AKAMOTO,TOkuO S H10zAWA,

Osamu IToH and Hiroko KAZAMAKI

は じ  め  に

自然保護センターは,1978年10月に開所され,約 7 haの野砂卜施設は,今 日に至るまで,

ほぼ継続的に整備されてきた。1990年には面積が13 haに拡充された。

この野外施設において,亀類の生息状況を定期的に把握することは,野 外施設における自

然保護思想の普及 ・啓発活動の
一助となるばかりでなく,周 辺環境の変化と生息鳥類との

関係や,環 境指標性などを明らかにする上で貴重な資料となる。

前回1981年4月 から1982年3月 までの一年間調査を行ったが (坂本1983X今回野外施設

の用地が拡大されたことと,前 回の調査からほぼ10年経過したことから,1990年 4月 から

1991年3月 までの一年間調査を行った。

本文に入るに先立ち,調 査に協力いただいた七沢生物調査会の神保健次,前 田ゆかり1

相本大吾,桜 井悦子,新 倉三佐雄,固 彿美智代,高 橋日和,枝 川愛,遠 藤章氏らに深 く感

謝いたします。

調査地の概要

自然保護センターは丹沢山塊の東側山麓に位置し,面 積は今回拡充した部分を含め,約

13haである。野タト施設は起伏に富んでおり,標 高は約80～110mで ある。西から東にかけ

て小さな沢があり,沢 ぞいに水回の跡地を利用した湿地や池沼がある。その周囲には, コ

ナラ.ク ヌギの落葉広葉樹を中心に,イ ヌシデ,ミ ズキ,ア ラカシなどの混生した雑木林

があり,一 部にはスギ, ヒノキの植林地.台 地上には緑化見本園などがある。今回新たに

拡充された用地は,こ の沢の上流の水源となる区域でコナラ.ク スギ,イ ヌシデなどの落

葉広葉樹林とスギ, ヒノキの植林が中心である。最近までほとんど管理されていない状態

で,現 在も見学者の立入が禁止となっている。

調査は,図 1.に示す自然保護センター野外施設内の約 2.9 kmの径路で行った。

※七沢生物調査会 Nanasawa Bio10gical Socに ty
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調 査 方 法

ラインセンサス法を用い。調査地域内に定めた径路を1.2kげ/hのゆっくりした速度で歩

きながら道の両側約25mの 範囲に現われる鳥の種類と個体数等を記緑 した。観察には,双

眼鏡,望 遠鏡 を用いた。

調査期間は,1990年 4月 から1991年 3月 までの 1年 間で,調 査日は毎月2回 とし,毎 月

第 2.第 4の 土曜日または日曜日に行った。但 し. 6月 及び 9月 には夜行性の鳥を調査す

るため,夜 間調査を行つた。調査日の合計は26回となった。

調査時間は・午前 9時 30分から12時までの 2時 間30分とした。なお,夜 間調査は18時か

ら21時まで行った。

結果および考察

今回の調査で記録された鳥類は表1.に示したように27科66種で,前 回の調査結果より3

科15種多かった。前回記録されず今回記録された科は,フ クロウ科. ヨタカ科,ホ トトギ

ス科で。この結果は夜間調査を行ったためと思われる。また。今回新たに記録された種は,

フクロウ. ヨタカ,ホ トトギスのほかアトリ科のアトリ,マ ヒワ,コ イカル,ヒ タキ科の

コサメビタキ,キ ビタキ,サ ンコウチ ョウ,サ ギ科のササゴイ, タカ科のオオタカなどで

ある。

種類数は, 5月から9月にかけて少なく(8月13種), 11月から増え始め,翌年の3月

から4月が最高 (3月86種)で あった (図2たこの結果は,前 回と同じで,夏 期に少なく

冬期に多いといえる。

個体数の変動も同様な傾向が見られた (図2た 年間個体数の最も多かった種はヒヨドリ

で,次 いでスズメ・ ム クドリ. カシラダカ・ハシブトガラス, カワラヒワと多かった。そ

の他多い順に,本 オジロ,キ ジバ ト,ツ グミ, シジュウカラ, メジロ,エ ナガ,ア オブ,

シメなどがあげられる。

月丹Jの優占種は, 4月 , 5月 , 11月がヒヨドリで。 6月 , 9月 . 10月がムクドリ, 7月.

8月 , 3月 がスズメ。12月, 1月 , 2月 がカシラダカである。前回の調査と比較して,ヒ

ヨドリ,ム クドリ,ス ズメは同様であるが, カシラダカが増え,ツ バメが減ったといえる。

繁殖が確認された種 (営巣 ・育雛等)と しては,コ ジュケイ,ア オゲラ,コ ゲラ.ツ バ

メ,キ セキレイ,セ グロセキレイ.ウ グイス,セ ンダイムシクイ,ェ ナガ.ホ オジロ.ス

ズメ,ム クドリ・ハシボソガラスなどがあげられる。

とな鳥類の調査結果の概要は次のとおりである。

コ  サ   ギ

サ   シ    バ

夏以外の時期に水鳥の池周辺に1羽 見られた。

4月中旬にホタルの里上空で数羽がなわばり確保と思われる行動を憾

んに行う。確認はできなかった力ヽ けものの森の林付近で繁殖していた

ものと思われる。

1年 を通して広範囲で見られ, 9月。10月に雛を連れた家族が見られ

た。

繁殖期には,声 や姿が確認されるが,前 回に比べ少なくなった。

1年 を通して広範囲で見られた。

時々1羽水′鳥の池付近に飛来する。

コ ジ ュ ケ イ

ゃン
　
・ド
　

ミヽ

バ

　

セ

キ
ン

　

マ

キ

キ

ヤ



カ ワ  セ  ミ :1年 を通して水鳥の池付近に2羽 見られた。

ア オ  ゲ  ラ :冬から繁殖期にかけ,昆 虫の森付近でよく見られた。

コ  ゲ   ラ :1年 を通して雑木林で見られる。

ヒ  バ   リ :繁殖期とその前後 (3月～8月 )に 見られた。(前回の結果と同様鴻

ッ  バ   メ :4月 ～9月 に見られた。

キ セ キ レ イ :少数だが1年中見られた。

ハクセキ レイ :7月 ～10月に少数見られた。

セグロセキレイ :1年 を通して見られ5月 には雛を連れた個体が見られた。

ヒ ヨ  ド  リ :1年 を通して多く見られ,秋 に多く見られた。

モ     ズ :1年 を通して見られるが,秋 から冬にかけてよく見られた。

デョゥビタキ:lo月～3月に見られた。
ツ  グ   ミ :10月～4月 に広範囲で見られ,10月 下旬には群が見られた。

ウ グ  イ  ス :1年 を通して見られた。

エ  ナ   ガ :夏期には少ないがゃ 6月 には雛の群が見られた。

シジュウカラ :1年 を通して見られた。

メ  ジ   ロ :1年 を通して見られた。

ホ オ  ジ  ロ :1年 を通して見られた。

カ シ ラ ダ カ :10月～3月 に見られ,12月 には, 多く見ちれた。

カ ワ ラ ヒ ワ:9月 以外は普通に見られた。

ス  ズ   メ :1年 を通して多く見られ, 9月 と10月に激減する時期がある。

ム ク  ド  リ :1年 を通して多く見られた。

カ  ケ   ス :9月 ～4月 に見られた。

ハシボソガラス :1年 を通して見られるが,数 はそれ程多くない。
ハシブトガラス :1年 を通して普通に見られる。

摘   要

自然保護センターの野外施設における鳥類の生息調査を1990年4月 から1991年3月 まで

の 1年 間.ラ インセンサス法で行ったところ,27科 66種が確認された。前回の調査 (1981
～1982年)よ り3科 15種多かった。 1年 を通してみると, ヒヨドリが最も多く,次 いでス

ズメ,ム クドリである。そのほか多い順にカシラダカ.ハ シブトガラス. カワラヒワ,ホ

オブロ。キジバト.ツ グミ. シジュウカラ, メジロ,エ ナガ, アォジ. シメなどがあげら

れる。また。コイカル.オ オタカ。 フ クロウ.ヤマセミなど比較的珍しい鳥も確認された。

文   献

坂本堅五 1983:自 然保護センターの鳥類調査 神 奈川県立自然保護センター業務報告

書 1:42-52
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表1.自 然保護センター野外施設″島類調査リスト (調査月日別視宗記録数)

調査期間 1990.4～1991.3(単位 羽 )

澪 "繁 殖が確認されたもの 合計記録数 2研 お6種4.544羽
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神奈川県立自然保護センター報告第9号 (1992)

神奈川県立自然保護センター (厚木市七沢)

の野外施設に産するチョウ類について

七 沢 生 物 調 査 会

Notes on the Butterflies in the Kanagawa Prefectural

Nature Conserva↓ ion Center(Nanasawa,Atsugi― city).

Nanasawa Bi01ogical SOciety

は じ  め  に

神奈川県立自然保護センター (以後自然保護センターと呼ぶ)野 外施設でチョウ類生息

調査を行つた。野外施設は緑化見本園・昆虫の森,野 `鳥の森,苗 畑,水 鳥の池,ホ タルの

里,湿 生植物園,け ものの森などからなる。

本調査は同野外施設における自然環境の保全等の基礎資料を得るための一環として自然

保護センターの委託を受けて本会が実施した。調査は野外施設及びその周辺に産する主に

成虫を対象に行った。

当地域におけるチョウ類については,昆 虫目録の中で9科59種(伊藤1983)が報告されて

いる。

調査地域の概要

調査地である自然保護センター野外施設は丹沢山塊の東部山麓に位置し,標 高はおよそ

80メー トルから110メー トルである。地形的には谷戸の南側に沿つてたたら沢と呼ばれる

沢が流れその周囲の傾斜地に存在する森と丘陵部上部の平坦面からなっている。たたら沢

沿い等にはスギなどの植林が存在するが,谷 戸をはさむ両側面は昔.薪 炭林として活用さ

れていたためクヌギ, コナラ,イ ヌシデなどの夏緑樹が主体となるいわゆる里山的環境が

パッチ状に存在している地域である。

調 査  方  法

1990年4月 から
'91年
3月 31日までの 1年 間調査を行った。この間の調査回数は22回で

ある。調査時間は,午 前 9時 30分から12時までの 2時 間30分とした。観察は鳥類調査で実

施される例が多いラインセンサス法に準じて行った。

すなわち,調 査地内に特定の観察路を設定し,ほ ぼ一定の速度で歩行しながら両側約15

メー トル以内に日撃したチョウ (幼虫も含む)の 種名及び個体数を地図上に示すとともに

写真での記録も心がけた。

観察路とまわりの植生を図1に 示す。
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調査には前田ゆかり。坂本堅五,塩 沢徳夫・伊藤治。風巻比呂子,相 本大吾,桜 井悦子,

枝川愛,遠 藤章・円仏美智代・高橋日和,神 保健次の12名の七沢生物調査会々員があたっ

た。

なお・記述内容についてはとりまとめを行った神保にすべての責任がある。

本調査をまとめるにあたり岸一弘氏からは一部の種同定についてご指導いただいた。ま

た。神奈川森林財団の古内昭五郎氏からはオオムラサキに関する貴重な資料と情報をいた

だいた。これらの方々に深 く感謝申し上げる。

調 査  結  果

自然保護センター野外施設および周辺で目撃されたチョウ類は48種であったoリ ス ト及

び調査月日別目撃個体数の一覧を表 1に 示す。なお.同 定に疑問が残るものについては本

報リストから削除した。

科別出現種の概略

アゲハチョウ科

8種類が目撃された。雑木林やその林縁を生息環境として好むクロアゲハが多く目撃さ

れたのに対して,草 地性であるキアゲハの目撃例数が少なかった。目撃回数にみるアゲハ

チョウ類の優占順位はクロアゲハ・カラスアゲハ,ア ゲハ,ア オスジアゲハゃジャコウア

ゲハ,オ ナガアゲハ,モ ンキアゲハ,キ アゲハであった。

なお,神 保は1989年5月 2日に苗畑付近で 2頭のウスバシロチョウを目撃しているが,

今回の調査では目撃されなかった。

シロチョウ科

5種 が目撃された。このうちスジグロシロチョウの目撃頻度が高く観察路のほぼ全域で

認められた。

シジミチョウ科

9種 が日撃 された。ルリシジミ・ヤマ トシジミーベニシジミゃ ゴ イシシジミが多く目撃

された。

テングチョウ科

10月27日に昆虫の森付近でテングチョウ 1頭 が目撃された。

マダラチョウ科

9月 22日に 1頭 のアサギマダラを目撃 した。

タテハチョウ科

11種が目撃された。落葉広葉樹林を主な生息環境とするオオムラサキが日撃される一方

で1980年に目撃例があり。同様な環境を好むスミナガシ, メスグロヒョウモンについては

確認に至らなかった。

ジャノメチョウ科

7種 が目撃され, ヒカゲチ ョウ,ヒ メジャノメの 2種 が比較的多く目撃 された。

セセリチョウ科

6種 が目撃された。今回の調査で19 8 0年には未記録種であったヒメキマダラセセリが確

認された。
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野外施設の環境別による出現種の概略

野鳥の森

生息環境としては沢沿いの
一部にヒノキの植林地が存在するが, クスギ, コナラ,ケ ヤ

キ,エ ノキ,イ スシデなどの雑木林である。林床は,毎 年 1回 ,刈 高約30センチで下草刈

が実施されているため本来豊富であるべき種子植物が少なくメダケが主体で, タケ科植物

を食するヒメジャノメ, ヒカゲチョウの 2種 の主要な生息環境となっている。また,樹 林

性のチョウであるクロアゲハ・カラスアゲハ,サ トキマダラヒカゲなどの種も目撃され,

林縁にはイチモンジチョウ. コミスジ, スジグロシロチョウ,キ チョウ,ウ ラギンシジミ,

なども日撃された。

昆虫の森

生息環境としてはクヌギ, コナラ, ミズキなどの夏緑樹林と沢に面したイロハモミジゃ

スダジイ林,及 び周辺の台地上に野菜畑や栗の果樹園が存在する。果樹園の林床および畑

などのあぜにはカタバミ,シ ロツメクサ, ョモギなどの植物が多い。

カラスアゲハ. クロアゲハ,サ トキマダラヒカゲ. ヒカゲチョウなど樹林性の種,べ 二

シジミゃヤマ トシジミ,ル リシジミ, ヒメアカタテハ,モ ンキチョウ,キ アゲハなど草地

性の種,ウ ラギンシジミ, ダイミョウセセリなどの林縁性の種など異なる生息環境 をも

つ種が混在している。

なお,昆 虫の森一帯は維持管理を目的として年 1回 の草刈が実施されている。

苗 畑

生息環境としては,ス ギ・ ヒ ノキの植林地で,一 部にはクロマツが植林されている。付

近は年 1～ 2回維持管理を目的とした草刈が実施されている。

ウラギンシジミ,ヤ マ トシジミ,ル リシジミ,ア カタテハ, ヒメジャノメ,キ アゲハな

ど主に林縁および草地性の種が観察された。

湿生植物園

生息環境としては,以 前は谷戸田として利用されていたところをほとんど整備をせず,

そのまま利用している。通年水が流れ込み。湿地化しているところにはアシ,ガ マ,ツ リ

フネソウ,ハ ンゲショウなどの植物が見られ,そ のあぜ付近にはイヌガラシ. タネツケバ

ナなどが他のエリアより比較的多く生育している。また,湿 生植物国内には移植されたハ

ンノキ数本があり,付 近は維持管理を目的とした草刈が年 1～ 2回 実施されている。

ヤマ トシジミ,ベ ニシジミ, ルリシジミ, ジャノメチョウ, スジグロシロチョウ。モン

シロチョウ,モ ンキチョウ, オ オチャバネセセリ,チ ャバネセセリ,キ タテハなど主に

草地を好む種が目撃された。アゲハチョウ科 4種 (アゲハ, クロアゲハ, カラスアゲハ.

オナガアゲハ)も 目撃 されたが,こ れらは林縁沿いに蝶道を作っているようであった。

水鳥の池

生息環境としては,谷 戸中央に,水 深に変化をもたせた 5か所の池がある。池付近に造

成された築山や周辺のあぜにはススキ,イ タドリ, ノアザ ミ.ハ ギ類などの植物が多く,

近 くの林縁や沢沿いにはコクサギなどが生育している。この周辺でも維持管理を目的とし

た草刈が年 1～ 2回 実施されている。

スジグロシロチョウ,キ チョウ,モ ンキチョウ,オ ナガアゲハ.ジ ャヨウアゲハ,ウ ラ

ギンシジミ,ル リシジミ,キ タテハなどが目撃され,特にこの付近ではキチョウ,ル リシ
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ジミの日撃例が多かった。

ホタルの里

生息環境としては,水 回の中に沢水を引き入れて湿地化しているところで,セ リが多く

生育している。付近は維持管理を目的とした草刈が年 1～ 2回 実施されている。

スジグロシロチョウ,キ チ ョウ.ウ ラギンシジミ|ル リタテハ,イ チモンジチョウ, ク

モガタヒョウモン,チ ャバネセセリ・ コ チャバネセセリ,オ ナガアゲハ, クロアゲハ。カ

ラスアゲハなどが目撃 され,ォ ナガアゲハ以下 3種 は林縁沿いに蝶道が存在していること

が観察された。

なお,キ アゲハの食草の一つであるセリが多数あるにもかかわらずキアゲハ(成虫)は日

撃できなかった。同地で調査員が1990年 6月 9日 にキアゲハの 3令 幼虫を3頭 確認 した。

しかし,14日 後の 6月 23日には付近一帯の草刈が終了し,幼 虫が存在していた位置のセリ

も地上数センチ程の長さで刈り取られていた。このことからキアゲハをはじめとする草地

性のチョウ類の発生に草刈が影響 していると考えられる。

緑化見本園

緑化見本園には庭園見本 (14ヶ所),生垣見本 (19種),郷 土に適する樹木 (138種 ),およ

び芝生広場がある。広場には日通り周約90セ ンチ,樹 高12メー トル程のクスノキが 1本 あ

り,近 くには野菜畑,栗 の呆樹園が存在する。

ヒカゲチョウ. ヒメジャノメ, ヒメウラナ ミジャノメ, ジャノメチ ョウゃアカタテハゃ

キタテハ, オオムラサキ,ウ ラギンシジミ.ヤ マ トシジミ, ルリシジミ,ス ジグロシロチ

ョウ,キ チ ョウ,モ ンキチョウ, ジャヨウアゲハ,ア オスジアゲハ, クロアゲハ,カ ラス

アゲハの17種が目撃された。広場のクスノキに産卵行動を頻繁に行うアオスジアゲハが目

撃された。

けものの森

生息環境としては,ス ギの植林地とヨナラ・ ク ヌギ.カ エデ.エ ノキなどの雑木林がパ

ッチ状に存在している。林縁にはネムノキ, クサギ.カ ラスザンショウなどが生育し,近

くには, クリ,カ キ. ミカンの果樹園が存在している。なお。現在同地内の草刈はほとん

ど実施されていない。

スジグロシロチョウ,キ チョウ,アゲハ,ク ロアゲハ・アオスジアゲハ,モ ンキアゲハ‐ カ

ラスアゲハ,ウ ラギンシジミ,ヤ マ トシジミ,ル リシジミ,ベ ニシジミ,ゴ イシシジミ,ミ

ドリヒョウモン, コ ミスジ,ア カタテハ,キ タテハ, ヒメアカタテハ,オ オムラサキ, ヒ

カゲチョウ・サ トキマダラヒカゲ・ ヒ メジャノメ,ダイミョウセセリの22種が目撃された。

林縁には,樹 液を浸出させているクスギ3本 があり,い ずれのクヌギにも吸汁するオオム

ラサキを目撃した。

なお。オオムラサキの吸汁行動が目撃されたのは同位置のクスギだけであった。

神奈川県立自然保護センター野外施設におけるチョウ類についてはすでに述べたように

1980年調査の報告 (伊藤1983)がある。今回記録された種類数と以前の記録を比較した(表2)。

その結果セセリチョウ科が 2種 ,シ ロチ ョウ科が 1種 . タテハチ ョウ科が4種 ,シ ジミチ

ョウ科が 6種 ,計 4科 13種が今回の調査で確認に至らなかった。調査日による天候の差や

開花植物の差異,調 査回数の差などを考慮しても,1980年 に比較 してチョウ相の単純化が

進行していると考えられる。特にアオバセセリ,ホ ソバセセリ, ヒオ ドシチョウ,ス ミナ
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ガシなど落葉広葉樹林 を主な生息環境 とする種が確認に至らなかったことがそれを暗示

している。一方ではオオムラサキの成虫,幼 虫が日撃されているが,こ れは本種に限り人

工飼育による放野がかなり影響している可能性がある。つまり, オオムラサキの出現状況

だけで自然保護センターの野外施設の環境を指標することは問題であり,む しろ目撃例が

少かったゴマダラチョウの今後の出現動向に注目する必要もあると考える。

チョウ類の出現動向から見た場合,都 市化が進行するとそこで観察されるチョウ相が単

純化する点は,す でに伊藤 (1985)がす旨摘 しているが,筆 者 らはこれまでの状況から推

察 し,落 葉広葉樹林を含む自然保護センター野外施設及びその周辺の環境の劣化が気にな

った。

今回の調査結果から自然保護センター野外施設のチョウ類を含めた多くの昆虫の安定し

た生息環境を保全するため次の点を提言したい。

①維持管理を目的とした下草刈りについて (生態系保全の立場からち

ホタルの里,水 鳥の池,湿 生植物園等および付近の林縁,あ ぜの草刈は現在年 1,2回

実施されているが, この付近には草地性のチョウ類などの食草となる植物及び吸密に利用

する植物が比較的多く生育している。チョウなどが好む植物 (食草,食 樹.訪 花)の 存在

で。 生 息環境の安定度が左右される。以上の点を考慮し。今後野外施設等の草刈の実施

は。そこに生息するチョウ類に直接的被害が最小限ですむ冬期とすることが望ましい。

②落葉広葉樹林の積極的な保全と維持管理

雑木林はその植生自然度が高い常緑広葉樹林と比較されるケースが多い。だが,生 物の

生息環境は雑木林の方が多様である場合が多い。以上のことから,野 外施設全体の生態系

の保全を目的として,雑 木林の維持管理方針をとりまとめていくことが望まれる。
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表1.自 然保護センター野外施設蝶類調査リスト

(調査月日別観察記録数) 調査期間 1990.4～ 1990,11
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神奈川県立自然保護センター報告第 9号 (1992)

神奈川県におけるクロコノマチョウ

の分布拡大について

岸  一 弘
※ ・ 岡 部 洋 一

※※

Expansion of Distribution Of財 2′αttjを,s pれ e』 jtta C RAMER

(Lepidoptera,Satyridae)in Kanagawa Prefecture

K a z u h i r o  K I s H I  a n d  Y O u i c h i  O K A B E

は じ  め  に

従来神奈川県において, クロコノマチョウM冴 o角満s"夕 れ"o CRAMERは 散発的に成

虫が記録されてはいたが幼虫等は未発見で,発 生はしていないものと考えられていた。と

ころが,岸 ・税 (1991)により,1990年に大職町生沢において卵及び幼虫が発見されたこ

とが報じられ,県 内における本種の発生が確認された。筆者等は1991年.県 内における本

種の発生状況調査を実施し,県 内各地, とりわけ県西部の広い範囲において本種の発生を

認めたので,以 下に報告する。

なお。本報告をまとめるにあたり,デ ータの発表並びに生態写真の掲載を快諾された深

谷昭庶氏・データ・情報提供あるいは文献の入手に便宜を図っていただぃた声沢一郎 ・税

真史 ・小日岳史 ・小畑裕 ・木下富夫 ・久保浩一 ・田尾美野留 ・高桑正敏 ・高橋和弘 ・津久

井不二雄 ・日比野克 ・度瀬秀雄 。中村進一 ・松井英子 ・美ノ谷憲久 ・若尾侑 ・脇一郎各氏

に感謝申し上げる。

クロコノマチョウ1991年の記録

11月4日 横 浜市緑区恩田町 1合 ,美 ノ谷憲久

7月23日 茅 ヶ崎市堤天神原 (1♀ )〔夏型〕,岸
7月27日 茅 ヶ崎市堤天神原 1♀ 〔夏型〕,岸
8月5日 茅 ヶ崎市堤天神原 1♀ 〔夏型,産卵中〕 (1卵)一オギ,岸
8月 13日 茅 ヶ崎市堤天神原  (4令 l ex.)一オギ,岸

"      (3令 l ex.)=イ ヌビエ,岸
"      (3令 4 exs.)一イヌビエ,岸
"      (3令 3 exs,)一イヌビエ,岸
"     (4令 6 exs.)一 ススキ,岸

8月 28日 茅 ヶ崎市堤天神原  (1令 9 exs., 2令 l ex.)=イ ズビエ.岸
"      (2卵 ,1令 4 exs。)=イ ヌビエ,岸
ル      (終 令 2 exs.)一 イスビエ,岸

※茅ヶ崎市文化資料館 Chigasaki City Museum

※※神奈川昆虫談話会 Kanagawa=ntOm。1。gists'AssOchtbn



8月 28日 茅 ヶ崎市堤天神原

9月 4日 茅 ヶ崎市堤天神原

9月 16日 茅 ヶ崎市堤天神原

10月13日 芽 ヶ崎市香川

4月 21日 大 機町生沢

7月 29日 大 磯町生沢

8月 13日 大 磯町生沢

9月 7日 大 職町生沢

9月 30日 大 磯町生沢

10月20日    "

8月 11日 大 磯町西小職

8月 31日 大 磯町西小職

11月17日 大 磯町虫窪

11月 9日  平 塚市土屋

11月10日 平 塚市土屋

11月12日 平 塚市土屋

11月 4日  伊 勢原市三ノ宮

7月 31日 山 北町高松

9月 4日  山 北町畑沢

9月 29日 南 足柄市広町山家通

終令 2 exs.イ ヌビエ・岸

(4令 l ex.)一イヌビエ,岸

(3令 3 exs。)=ス スキ,岸

(終令 l ex.)=イ ヌビエ,岸

l ex..木 下富夫

(1合 ?),深 谷昭康

終令 2 exs。(4令 l ex.)一 ススキ,岸

(終令 3 exs.)=ス スキ,岸

(4令 6 exs.)=ス スキ,岸

(1令 l ex., 2令7 exs., 4令6 exs.)=ス スキ,

(4令 l ex.)=ス スキ,岸

(2令 7 exs.)=ス スキ,岸

(2令 3 exs.)―ススキ,岸

(4令 2 exs.)=ス スキ,岸

(3令 l ex., 4令 l ex.)―ススキ,岸

(婦l ex.)=ス スキ・深谷昭康

(終令 l ex.)=ス スキ葉裏.岸

(1蛹 殻)=ヨ シ葉裏,岸     、

岸

9月 30日 大 磯町生沢鷹取山  (l ex.),高 橋和弘

10月29日(16:50) 厚本市中町小田急線本厚木駅構内  (l ex.),若 尾侑

9月 3日 厚 木市七沢県立自然保護センター 1令 6 exs.=ス スキ,岸

16〔秋型〕,小日岳史

(終令 l ex,)― ススキ,日 比野克

(l ex.), 日比野克

(l ex.)・ 高橋和弘

(3むむ)〔秋型〕,深 谷昭康

(1♀)〔秋型〕,深谷昭廣

(1台 ?)〔 秋型〕,岸

(l ex.)。若尾侑

(1♀ )〔 夏型〕,岡 部

婦 2 exs.=ス スキ葉裏,岸

(1令 7  e x s , )一ススキ.岸

(3令 3  e x s , ) =ススキ,岸

終令 l e x . =ア ブラススキ・岡部

(4令 2 e x s . )アブラススキ,岡 部

(1令 l  e x . ) =アブラススキ,岡 部

9月 29日 南 足柄市広町丸太の森 婦 l ex.=ス スキ葉裏,岡 部

9月 29日 南 足柄市大雄町中山鏡  (4令 l ex。)一 ススキ.岡 部

9月 4日 南 足柄市沼田   (4令 2 exs。)一 ジュズダマ,岸

9月 23日 南 足柄市沼田   (1令 2 exs..2令 5 exs.)=ス スキ.岸
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9月 23日 南 足柄市沼田   (1令 4 exs.)=イ ヌビエ.岸
"      (終 令 l ex.)=ス スキ,岸
"      (2令 7 exs.)一 ジュズダマ,岸

"      (3令 2 exs.)一 ジュズダマ,岸

"      (4令 l ex.)=ジ ュズダマ,岸

9月23日 小 日原市久野坊所 1合 〔夏型破損個体,カキの落呆に来ていた〕,岡部
"      終 令 3 exs.=ス スキ・岡部
"      蛹 l ex.・ 1婦 殻一ヨシ葉裏,岡 部
"       終 令 6 exs.,前 婦 l ex.,婦 4 exs,(終 令 5 exs..前 婦

l ex.)一 ススキ, ヨシ混合群落,岡 部
"      (3令 3 exs.)=ヨ シ,岡 部
"      1む 2♀♀ 〔いずれも秋型新鮮個体〕,岡部

10月3日 小 田原市久野坊所 蛹 2 exs.=ス スキ葉裏,岡 部
"      蛹 3 exs.一ヨシ葉裏,岡 部
"      婦 l ex.一ススキ, ヨシ混合群落近くのカナムグラ葉裏,

岡部

10月3日 小 田原市久野坊所 婦 4 exs,一アブラススキ棄裏.岡 部
"      (終 令 3 exs.)=ア ブラススキ,岡 部
"      (1婦 殻)=ア ブラススキ近くのヤマノイモ葉裏,岡 部

10月15日 小 田原市久野坊所 16(l ex.)〔 いずれも秋型新鮮個体〕,小畑裕

8月9日 小 田原市久野坊所いこいの森 1合 〔夏型〕,庶瀬秀雄

9月 23日 小 田原市久野坊所いこいの森  (終 令 3 exs。)=ス スキ,岡 部

"         (終 令 2 exs.)一 ススキ,岡 部
ル         (3令 4 exs.)=ス スキ,岡 部
"         (終 令 4 exs.)一 ジュズダマ,岡 部
"         (終 令 3 exs.)=ジ ュズダマ.岡 部
"         1谷 1♀ 〔いずれも秋型新鮮個体〕,岡部

10月3日 箱 根町畑宿    婦 2 exs.一ススキ葉裏.岡部

11月 5日  湯 河原町福浦    (2～ 3 eks.)。 田尾美野留

9月 23日 湯 河原町鍛治屋  1蛹 殻一ススキ葉裏,岸

※頭数に ()の あるものは目撃 。確認記録。それ以外は採集記録を表わす。

この他に,相 模の蝶を語る会 (1991)に より山北町玄倉～ユーシンロッジで 4令 2 exs.

(ホスト:ス スキ)が ,堀 川 (1991)に より横浜市戸塚区深谷町で 1合 (越冬後の個体)

の記録が報告されている。また,横 浜市金沢区六浦で l ex.1),横浜市円海山で 1♀ 2),

厚木市七沢広沢寺で 26む
3)が
記録 されている。

図 1のように,県 西部では条件の良いところを捜せば必ず発見できると言ってもよいほ

ど,各 所で幼虫 ・婦が記録されており, 2年ほどの間に相当広範囲に侵入 ・定着している
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ものと思われる。また,厚 本市七沢県立自然保護センター,山北町玄倉～ユーシンロッジ,

箱根町畑宿の記録は,内 陸部やかなり出中にまで分布が及んでいることを示唆している。

筆者等の調査結果では幼虫記録の東限は茅ヶ崎市であるが,成 虫は横浜市 ・逗子市からも

発見されており,既 にさらに東側へ分布圏が広がっている可能性は十分にある。

筆者の一人岡部は,三 浦半島において幼生期の調査を行なったが,幼 虫 ・蛹はもとより

食痕を確認することもできなかった。三浦半島は,従 来県内で成虫記録の最も多かった地

域であるが,ま だ定着には至っていないのかもしれない。なお,松 井英子氏のご教示によ

れば,房 総半島南部の各地でも幼虫 ・婦がかなり見つかっているとのことなので,千 葉県

においても本県と同時期に定着化が進行しているようである。

幼虫の食草は,上 記のようにススキ,オ ギ,ア プラススキ, ヨシ,ジ ュズダマ・イヌビ

エの 6種 が確認 されている。幼虫 ・蛹は,林 道沿いの日当たりの悪い場所や谷戸の最奥部

に生える食草から集中して発見された。これは成虫,特 に母蝶の行動に起因するものと言

える。

今後,冬 季に成虫の越冬が困難になるほど低温傾向の日が続かなければ,さらに北部へ ,

東部へと侵入 ・定着していくものと思われる。

1)高桑正敏氏からの私信

分久保浩一氏からの私信

〕脇一部氏からの私信
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●:幼虫・婦の記録

O:成 虫の記録

図1:1991年 における神奈川県内のクロヨノマチョウの記録

写真 1:ク ロヨノマチョウ幼虫が確認されたススキ,大 職可生沢,13.旧 .1991,岸 撮影
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神奈川県立自然保護センター報告第 9号 (1992)

葛葉 トラスト緑地の森林植生

大 野  啓 一朗
米・

Pflanzen Gesellschaften

Keiichiro OHNO,

増 子 忠 治
米・森 尻 雅 樹

X

von Kuzuha_wald in der Stadt HadanO

radaharu MASUKO und Masaki MORIJIRI

は じ  め  に

日々の生活の中,環 境問題を耳にしない日はほとんどない。地球的規模で,ま た身近な

地域において,環 境破壊は確実に進行していると言えよう。

本県においても,様 々な環境保全策がとられているが,そ の中でもナショナル ・トラス

ト運動は,行 政と県民が連携 して展開する,身 近な緑地保全の有効な方法として広がって

いる。 (財)み どりのまち・かながわ県民会議は設立後 6年 が経過し,現 在13箇所の トラ

スト緑地が保全されている。

昨年に引き続き, トラス ト緑地の今後の保全管理に資するため,緑 地保全契約型の第
一

号に指定された葛葉緑地を調査した。

調査地概要

葛葉 トラス ト緑地は神奈川県のほぼ中央,表 丹沢山麓に広がる秦野盆地の東部,秦 野市

曽屋 。東田原に位置し (図 1),丹 沢山中から標高約 150mの 秦野盆地に流れ出た葛葉川

ぞいの,崖 面に残る約 9 haの緑地である。南側に国道 246号線,北 西側に県道堀山下大秦

野停車場線が通り,周 辺は住宅団地等が隙間無く広がって,こ の20年程で急速に市街地化

が進んだ。

この付近の年間降水量は1,926 mm,年平均気温は15.8℃である。緑地は,そ のほとんど

が夏緑広葉樹林で占められ,一 部針葉樹の植林もある。地形的には非常に急峻な斜面が多

く,土 地利用の難しさが緑地を残す要因であったと考えられる。

今回の調査は,葛 葉 トラスト緑地の内,現 段階における契約締結緑地32,146ポを対象と

した。

調 査 方 法

B RAUN~B LONQUET(1964)による植物社会学的調査法 (全推定法 :航空写真及び現地での

判断をもとに均質な植分を選び,各 階層ごとに出現する全植物のリストを作り,か つ各階

層ごとに種ごとの被度,群 度を推定していくもの)を 用い,1991年 8月 から10月にかけて

現地調査を実施 した。得られた15の調査資料をもとに,植 物社会学的手法により調査地の

植物群落を明らかにした。

※神奈川県立自然保護センタ
ー Kanagawa PraFektur Arbeitsstelle ttr Natur Schutz
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調 査 結 果

1口 自然植生

1)イ ロハモミジーケヤキ群集断片 (表1)

崖面急斜地にみられ, イロハモミブ,ケ ヤキ・ムクノキ, ウラジロガシ. イヌガヤ, ヒ

イラギ・ ク マワラビを標徴種とする季観が明らかな夏緑広葉樹林である。

当調査地ではウラジロガシ, ヒイラギは全く出現しておらず,ム クノキ.ケ ヤキ,イ ヌ

ガヤ, クマワラビ, イロハモ ミジで識別された。高木層は優占種がなく,お おむねエノキ,

ケヤキ・ イ ヌシデ, クマノミズキ・ ヨ ナラ, クスギなどがほぼ同等に空間を占有しており,

イロハモ ミジを欠いていることが多い。草本層の植被率は全般的に低 く,林 床には常緑植

物の出現が多い。保全状態がかなり悪いので,完 全な形でのイロハモミジーケヤキ群集で

はない。群集の断片と位置づけられる。

2)コ クサギーケヤキ群集断片 (表2)

崖面下部や凹状斜面の比較的安定した富養立地にみられる春季相の美しい夏緑広葉樹林

である。セントウソウ,ア オイスミレ,イ チリンソウ,ニ リンソウ。アマナ, レンプクソ

ウなどいわゆる春植物で特徴づけられる群集である。

当調査地ではミズキ,セ ントウソウ, ミツバウツギ,ニ ワトコ, アオイスミレで識別さ

れ,標 徴種のケヤキ. コクサギを欠ぃてぃる。相観的にはエノキ.ク マノミズキ.ウ ワミ

ズザクラの混生林である。夏季の調査であったため,春 植物群の生育確認が出来なかった

が,立 地的には十分可能と推定される。このケヤキ林も保全状態が悪く, コクサギーケヤ

キ群集の断片として位置づけられよう。

3)ク ヌギーハンノキ群落断片 (表3)

クスギ,ハ ンノキ,ム クノキ, ミズタマソウを区分種とした,河 辺沖積低地に見られる

夏緑広葉樹林として報告されている (宮脇 1976)群 落である。

当調査地ではその断片としてクスギ,オ ニグルミによって識丹Uされた。保全状態が悪く,

単純な2層構造である。草本層は。ヤブマメが優占し,ほ かにケチヂミザサ.ア シボソ,

ミゾソバ.ア キノウナギツカミ, ミズヒキなど湿生種が多い。

2.代 償植生

1)ク ヌギーヨナラ群集 (表4)

いわゆる雑木林で,伐 採や下草刈りなどの定期的な管理により萌芽更新を繰り返 して存

続してきた夏緑広葉樹林である。継続して管理が行われていると高木層と草木層の 2層構

造となり,明 るい林内にはススキ草原や林縁群落の構成種が多く入り込む。構成種は豊富

で70-80種 を数えるが,管 理が放案されると,低 木層の植被率が高くなり,林 内は暗 くな

って構成種は減少する。

当調査地では,高 木層,亜 高本層にクスギ, コナラ.ウ ワミズザクラ,ケ ヤキ. クマノ

ミズキなど,低 木層に, アラカシ・ ツ リバナ, ガマズミ, ウツギなどが生育する。また草

本層にはアオキ,ヤ ブヨウジ, ネズミモチ,ヤ ブラン・ ジ ャノヒゲ.キ ゾタなど潜在自然

植生のシラカシ林構成種の多くが認められた。

2)ス ギ植林 (表5)

斜面下部や凹状地にはスギ植林がみられた。いずれも低木層の植被率は低く,ガ マズミ.
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アラカシ.ウ ワミズザクラ, ネズミモチ.エ ノキなどが生育する。また草本層にはキヅタ

が優占し,他 にヤブラン,ジ ャノヒゲ, タチッボスミレ, イヌワラビ,ヘ クソカズラ,ア

マチャブル,ケ チデ ミザサなどもみられる。このように自然林構成種も二次林構成種も多

くみられるのは,植 林としての管理が粗放であることと,ま だ完全には閉鎖 していない林

分であるからと言える。

3)カ ナムグラ群落 (表6)

大雨の時など不定期的に冠水のある河川敷にみられる夏緑草本群落で,カ ナムグラ,ス

ギナ,ヤ ブガラシで区分された。肥,夫で湿った立地のため植被率は高い。ヤブガラシが優

占し,ツ リフネソウ、アキノウナギツカミ,ケ チヂ ミザサなど湿生種で構成される。

葛葉緑地の特質

葛葉緑地は,葛 葉川沿いの崖面に残る夏緑広葉樹林と植林を中心とした緑地である。こ

れまでは,夏 緑広葉樹林の大半が雑木林として位置づけられていた (宮脇 他  1972)が ,

今回の調査では雑木林の他に,保 全状態は悪いものの 「渓谷の自然」を特徴づけるケヤキ

林 (イロハモ ミジーケヤキ群集, コクサギーケヤキ群集)が 確認された (図2)。

標高 McereshOchc(m)

葛 葉 川

Fluss Kuzuha

4   ,     2    1     3 Y         5

図 2.葛 葉 トラスト緑地の植生配分模式

Schematische Verteilung der VegetatiOn im Kuzuhaと Vヽald in der Stadt HadanO

1.イ ロハモミジーケヤキ群集 Acero― Zelkovetum

2.コ クサギーケヤキ群集 Orixo一 Zelkovetum

3.ク スギーハンノキ群落 Ouercus acutissi ma―Ainus japonica二Gesellschaft

4. ク ヌギーーヨナラ群集   Quercetum acutissimo― serratae

5 .ス ギ植林 C r y p t O m e r i a  j a p o n i c a―F O r s t

6 .カ ナムグラ群落 H u m u l u s  s c a n d e n s―G e s e l l s c h a f t

急峻で土壊堆積が浅い斜面を生育立地とするケヤキ林 (イロハモミブ丁ケヤキ群集)は ,

たとえそれ自体が手つかずであっても,大 雨や隣接植物群落の後退等によって容易に林床

が荒らされてしまい。安定した樹林として大きく成長するのはむずかしい。当調査地でも.
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隣接する台地上のシラカシ林等が畑や薪炭林として伐採され管理されるに伴い,徐 々に小

規模化,断 片化していったものと考えられる。また崖面下部の比較的土壊堆積が厚く地下

水位の高い所に生育立地を持つケヤキ林 (ヨクサギーケヤキ群集)も 同様に,そ れ自体手

つかずの状態であつても,周 辺植物群落の後退による土砂の崩積や地下水位,水 質の変化

によって著 しく影響を受ける。もちろん林内への頻繁な立ち入りやゴミの投薬.高 木の伐

採,下 草の刈 り取 りなど,直 接的な破壊は言うまでもない。当調査地で確認できた植分は,

この群集の断片であるが,恐 らく過去に大規模な伐採等があってケヤキもコクサギも消失

し,そ の後,時 間をかけて回復 してきたものと推定される。このケヤキ林の完全な形態を

もつ植分は,県 内にわずかに記録されている(宮脇 他  1972,1976,1982,大 場 1988)

にすぎない。

渓谷という環境は,「 流れる水」と 「陸」とい う二つの異質な環境が接 している所で,

非常に不安定である。この不安定な立地を安定化させて生育するのが渓谷の自然林である。

渓谷の自然林がどれだけ保全されるのかということは, この渓谷をいかに保全していくか

ということであり,そ れは,流 れる水に関わる環境 (水質,水 量など)や ,広 がる陸地の

保全 (下流域の安全性,土 砂崩壊防止など)に とって重要な鍵となる。現在,葛 葉緑地に

は渓谷の自然林として完全な形のケヤキ林はないが,そ の断片が雑本林とともに保全され

ている。

葛葉地域だけにとどまらず,葛 葉川下流域も含めた大きな視点からも,環 境保全上,貴

重なみどりとして位置づけられよう。

お わ  り  に

自然との共生をめざす私たちにとって,生 活環境の保全,町 づくり,都 市公園やリクリ

ェーションエリアの整備に際して,葛 葉緑地のような,地 域に保全されているふるさとの

緑から学ぶところは大きい。

葛葉緑地は,そ の立地条件から直接利用することは困難と思われるが,四 季の変化に富

む渓谷の豊かな樹林景観が,今 後も持続的に保全されることを望みたい。

最後に,本 調査にご協力項いた方々に厚くお礼申し上げる。
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写真1.ト ラスト線地の看板が設置されている。

写真2.イ ロハモミジーケヤキ群集の1立地は,忠峻な

地形である(調査番号 13付近た

写真3.イ ロハモミジーケヤキ群集断片 (調査番号 7た



写真4.ク ヌギーヨナラ群集の林床 (調査番号 15た



写真5.丘 陵尾根部は,人 為的影響により上壊浸食をおこ

している'(調査番号 4付近た

写真6.ク ヌギーヨナラ群集の林床植物
イチヤクソウ(調査番号 10た

タヌギーョナラ辞集の林床植物
キンラン (調査番号 7兆
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表1.イ ロハモミジーケヤキ群集断片  Tab.l AcerO一 Zelkovetum Fragment

田査番号              1 7 9 12 13  NP,d,Aufnah碑

田査年月日

H査 面積(B2)

高木層の高さ(口)

百木層槙枝亭(発)

五百木層の高さ(8)

亜高木層植被専(96)

低木層の高さ●)

に木層ね被率(96)

事本層の高さt●)

車本層相被導(96)

出現租政

91  91  91  01

0 10 10 10

26   6  10  16

20  10  10  20

X  X  X  X

20  10  10  20

14  14  13  14

70  70  80  70

7   7  ・   ・

3 0 3 0  ・  ・

3 3 2・

80  20  20  ・

0 . 5 α3 0。3 0 . 5

5  20  50  50

2 4 5 0 6 7 4 3

1 . 1■3  や +

・  Ⅲ l.1 +

十  や  。 2.2

+  +  ・ 2.2

・ +Ⅲ  Ⅲ

↓

Ｔ

■

↓

＋

磁

一
Ｓ

Ｂ‐

Ｘ

一
・

一
Ｘ

Ｂ‐

Ｂｌ
　
　
　
　
既

Ｓ

D8tuロ

CrOeβ e d,ProbeFinhe(82)

研o9he d.BauBEChiCht-1(口)

いよung d.B8unaChicht-1(拷 )

田cehe d Bau●●chicht-26)

Deckung d.Bamchicht-2(粥 )

Rcehe d,Strauchschicht(8)

DecLung d.Strauch8ChiCht(“)

Hoehe d.Irautschicht(■)

Deckung d.Hrauttchicht(発)

artenzahi

Xenn― u. Differentialarten:

・ +  APhananthe aspem

+   ・

+  +     Zelkova gerrata

●   キ

●   ・      Cephalotaxus harringtonia

+   ・      Dryopteris lacera

・   +      Acer pal口atuロ

辞典の標牧毬及び線別租:

ムクノキ

ケヤキ

イヌガヤ

クマワラピ

イロハモミジ

上級単位の標協程:

コナラ

イヌワラピ

クヌギ

イヌシデ

エノキ

ヤマプキ

クマノミズキ

ツルウメモドキ

ミズキ

アズマネザサ

ツリバナ

ムラサキシキブ

キプシ

フジ

クリ

タチツポスミレ

ヨゴメウツギ

エゴノキ

ミツパアケピ

カマツカ

クマシデ

ダンコウバイ

ウツギ

Ｂ‐

Ｘ

Ｄ‐

８‐３２

一
Ｂｌ

Ｂ２

輔

一
Ｄ‐

明

・
Ｂ‐

瑚

．
Ｓ

Ｓ

Ｘ

一
Ｂ‐

Ｂ‐

Ｘ

Ｓ

Ｂ２

Ｘ

Ｓ

既

Ｓ

Ｓ

既

Renn― u. Trennarten d. hoeheren Einheiten:

QuerCu8 8errata

nthyriutt niponicun

Querclls acuti881白a

CarPinus lschoncsLil

Ceiti8 ginensis
・
 1 . 1  ・

  ・

十  →  +   ・      Rerria daPOnic8

1,1  ・   キ  1.l     Cornus brachypoda

・   や   +   →      Celastrus orbiculatus

+   ・   →   ・      Cornug oontroけer88

4.4  ■   ・   ・      Pleioblastus chino

キ   →   ・   ・      Ewony口u3 0Xy,hylluB

,   +   +   ・      Callicarpa jaPonica

+   ・   ・   +      Stachyurus prD000X

+   ・   ・   ・      口isteria Fio「ibunda

+   ・   ・   ・      Castanea crenata

・   +   ・   ・      Viola grypocerag

・   +   ・   ・      StePhanandra inclsa

・   →   ・   ・      Styraェ jBPonic8
・   +   ・   ・      akebia trifollata

・   →   ・   ・      PourthiDea Villo86

・   Ⅲ   ・   ・      Carpinus j8POaiCa

・   す   。   ・      Lindera obtusiloba

・   +   ・   ・      Deutzla crena↓a
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ウワミズザクラ

ガマズミ

ヤマヨウパシ

サンショウ

マルバウツギ

ヤブツパキクラスの標微程:

ネズミモチ

キツタ

アラカシ

シユンラン

ヤプラン

フオキ

ヤブヨウジ

ペニシダ

オモト

ジャノヒゲ

ヤプツテツ

シュロ

マンリョウ

イボタノキ

イヌツゲ

ツルマサキ

ヤツデ

シロダモ

その他の超:

ケチデミザサ

ナツグミ

アシボッ

カニクサ

アマチヤズル

アケピ

クズ

ハルジョオン

カラスウリ

ヤプタピラヨ

ゲジゲジシダ

エピズル

カヤ

メダケ

ノイ′〔ラ

ノガリヤス

ナツヅタ

ウグイスカグラ

センエンソウ

トラノオシダ

ツクズ

ミツパ

サルトリイパラ

ヘクソカズラ

オニドコロ

Ｘ

一
Ｂ‐

Ｂ‐

既

Ｓ

Ｉ

К

Ｘ

К

Ｘ

Ｘ

ｋ

Ｘ

Ｓ

Ｘ

К

ｌ

Ｘ

Ｘ

Ｓ

【

Bl

【

X

X

【

X

X

X

よ

【

X

【

S

X

I

k

【

X

X

【

X

【

X

X

【

0   キ

・   十

●   +

●   +

Prunus grayana

ViburnuB dilatau口

Lindera 81auca

Zanthoxylu口 piperituロ

Deutzla scabrB

Renn― u. Trennarten v. CaDellietea:

Ligustrun dapOnicuロ

いodera rho口bea

Ouercus 81BucB

Cy口bidiun goeringii

Liriope p18typhylla

Aucuba japonica

Ardisia jaPonica

Dry。,teris erythrosora

Rohdea jattica

Ophiop080n JBPOnicus

Cyrto口iun forLunei

Trachycarpus fortunei

Ardisia crenata

Ligustru白 ObtuSifoliun

llex crenata

Euony口us fortunol Vare radicans

Fatsia japonica

Neolitgea gerioea

Begleiter:

0,lis口enus undulatifolius

Elaeagnus 口ultiflora

出icrostegiu口 vlnineuB

Ly80diutt japonicu口

Gynosten口a pentaphylluB

Akebia quinata

Pueraria lobata

Erigeron philadelphicus

Trichosantheg cucuneroides

Lapsana hu口11ls

Phegopteris decursive―Pinnata

Vitis ficifolia van iobata

Torreya nucifer6

Pleioblastus sinonti

Rosa コul tiflora

Calanagrostis arundinacea vara brachytricha

Parthenocissus tricusPidata

Lonioera gracilipes

Cleaatis terniflora

Aspleniun incisuB

Sanbucus chinenals

Cryptotaeni3 3apOnica

Snilax china

Paederia scandens var. 口alrei

Dlogcorea tokoro

↓

一
↓

，

・

＋

≡

＋

キ

＋

＋

・

・

+

2 . 2

→

→

→

●   す

キ  +

→ 1.1

+   ・

+   ・

+   ・

Ⅲ

+

+

+

+

十

↓

+

や  →

→  +

●   +

+  ・   ・

・   キ   ・

・   十   ・

・   +   ・

・   +   ・

●   ●   +

●   ●   →

+  +  +

Ⅲ  Ⅲ   ・

+  +

+  +

十   ・

●   +

●   +

●   +

●   ■

●   +

●  +

●   +

+   ・

■   ・

キ   ・

+   ・

→   ・

■   ・

+   ,

■   ・

キ   ・

→   ・

●   +

●   +



ヒカゲイノヨズチ

ホシダ

スギ

ミズヒキ

オニグルミ

ヤマノイモ

ヤマシロギク

イヌタデ

ツユクサ

ノブドウ

イヌザクラ

トウネズミモチ

アカメガシワ

ペニパナポロギク

タネツケパナ

イノモトソウ

クマワラピ

オオヒメワラピ

ミョウガ

コプシ

イノデ

カラムシ

ヤブミョウガ

タラノキ

シラカシ

クサイチゴ

イヌホウズキ

クヮクサ

ヤマユリ

キハギ

ツゲ

ハゼノキ

ネムノキ

クサギ

アカツ

オトコエシ

ヘピイチゴ

ハハコグサ

シモツケ

カワヤナギ

コモチシダ

ススキ

ヤマミズ

イタドリ

カンスゲ

オオパノイタモトソウ

X

【

Bl

【

S

X

X

X

К

【

Bl

S

【

X

R

【

【

R

X

S

X

X

k

X

R

R

X

X

R

К

X

К

01

Bl

81

k

X

X

1t

X

lt
, x

K

【

【

X

X

■   ・

+   ・

十   ・

+   ・

キ   ・

+   ・

→   ・

+   ・

十   ・

■   ・

+   ・

■   ・

Ⅲ   ・

■   ・

■  ・

+  ・

キ   ・

ヤ   ・

+   ・

→   a

■   ・

+   ・

→   ・

+   ・

十   ・

や   ・

→   ・

+   ・

■   ・

●   +

●   +

●   +

●   +

・   十

,   ■

・   卒

●   +

●   Ⅲ

●   +

●   +

●   +

●   +

●   +

●   +

●   +

Achyranthes japonica

Cyclosorus acuBinatus

Crypttria japonica

P01y80nuB filifo陣

Jugians allanthifolia

Dlosoorea japonica

Aster ageratoides

Pplygonu口 lo■81Setuロ

C08nelina co●Bunis

A口pelopsis brevipedunculata

Prunus buergeriana

L18ustrua lucidun

Wallotus Japonicus

Crag80Cephalua crepidioides

CardaBine flexuosa

PLeriS Bultifida

Dryopteris iaoora

Athyriu白 0はubOanuロ

Zingiber口 loga

Mag〕olia kobus

Polystichi口pOlyblepha「uロ

DoehHeria nipnonivea

P01118j8POniCa

Aralia olata

Ouercug ttyrsinaefolia

Rぃbus hi「8utuS

Solanutt niaruB

Fatoua villaosa

Liliu口 auratuロ

Lespedeza buergeri

Buxus Bicrophylla vart japOnica

Rhus sucodanea

Albizi3 3ulibrissin

Clerodendron trichoto●u口

Doeh口eria tricusp18

Patrinia villosa

Duchesnea chrysantha

Cnaphaliutt afflne

Spiraea Japonica

Salix gllgian3

Woodwardia orientalis

Miscanthus sinensis

Pilea japonic8

Polygonu口 cusPidatuロ

Carex Borrttli

Pteris cretica
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表 2.コ クサギーケヤキ群集断片

田=書 号

H査 年月日

間査面積(D2)

高木河の高さtB)

百木河材牧中(粥〕

盟百ホ層の言さ(8)

五百木河出按中(“)

低ホ河の高速●)

低木層Ⅲ社率(“)

卒本層の百さ(口)

革本層植枚卒(拷)

出舶

Tab.2 0rixo― Zelkovetum serratae Fragment

Xu23

4     N「. d. Aurnah。●

91  Datua

9

10

10    Croo,od″  Probeflame (D2)

X

10

14  Ho● he d.Bawchichい 1(a)

80  Deckung d口 BauB8ChiCht-1(単)

6  11● ●he d.Bau88ChiCht‐2(口)

20  DecLung d.Bauchicht‐ 2(粥)

2  Hoehe do SLrauchachicht● )

30  DecLung d.Strauchlchicht(“ )

0.7  Hoehe d.IrautBchicht(B)

80  Deckung d.Irautgchicht(弘 )

55    artan2ahi

ミツパウツギ

セントウツウ
エワトヨ

アオイスミレ

上級単位の標歓租:

イヌワラピ

ウワミズザクラ

クマノミズキ

ヤマブキ

タチツポスミレ

ガマズミ

エゴノキ

マユミ

ヤマヨウパシ

クリ

ヤブツパキクラスの標億程:

ヤブツパキ

イヌマキ

ヤプラン

ネズミモチ

ジヤノヒゲ

アラカシ

アオキ

ヤプヨウジ

タブノキ

+

Ⅲ

+

キ

→

→

●

十

十

+

+

や

+

+

+

→

↓

+

キ

2 . 1

↓

←

や

や

Ⅲ

や

Ⅲ

Ⅲ

St8Phyl●●hmlda

Chuaale d― bma

mbuCu8 8ieb01diana

Vi018 hOndm818

Xenn‐d.Tmmarten t h● ●heRn Einhel“a:

Athyriutt niponicu8

Prunua grayan3

mmua brachyPHa

田erria dapmiCa

Viola grypocer出

Viburnutt dliatau口

StyraX 38POniCa

Euoay口u8 81●b01dianua

Lindera glauca

castanea crenata

Xenn―u. TrennBrten ve Canelliete8:

Camll13 JaponiCa

Podocarpu8 日aCmphyl18

LirioP● ,latyphyi18

Ligustru口 Japonicuロ

Oph10W80n daponlcu8

0uercua giauca

Aucuh 38pOniCa

Ardiala japOnica

Pergea thunbergll

Ｉ

磁

Ｂｌ

Ｓ

Ｘ

ｌ

脱

Ｓ

Ｂ２

Ｓ

К

Ｓ

ａｌ

Ｉ

ほ

Ｘ

磁

Ｘ

Ｓ

Ｓ

ほ

Ｘ

Ｓ

Ｉ



，
■

シュロ

ペニシダ

ヤマイタチシダ

ツルマサキ

その他の積:

ケチデミザサ

アマチヤズル

サルトリイパラ

ヘクツカズラ

オこドコロ

アケピ

メダケ

ホシダ

ミズヒキ

オニグルミ

ヤマノイモ

クズ

ヌルデ

ヒノキ

ツゲ

ヌスピトハギ

ヤブ▼メ

ヒガンパナ

クヨ

→

+

や

→

Trachycarpus fortunei

DrycPlerig erythro80ra

Dryopteria bi38etiana

Euony●ug fortunei vare radican8

Beglel確r:

1.1     0plisaenus undulallfollua

キ.2  Gynostema pentaphviluB

+     Sal18工 China

十      Paederia scandeng var. 口airei

→  Di3SOCma tokoro

十     Akebla quinata

十      Ple10b188tu8 81口Onil

→      Cyclo●6ma aCu,lnatus

●     Polypnutt filifom

+      」uglans allanthifol18

→    Diぃoorea 38wniCa

+      Pueraria lobata

キ  Rhus」 aVanica

十     ChaBaecyparig obtusa

+   Buxus tticrophyila var.japonica

Ⅲ   Des80di」 口oxyphylluB

→   A口 phicarpaea tri3pem

+      Lycor18 radiata

キ     LyciuB rhoBbifollun

Ｘ

К

Ｘ

Ｒ

Ｒ

К

陀

Ｒ

Ｘ

Ｓ

Ｉ

Ｘ

Ｓ

Ｓｌ

Ｒ

Ｘ

Ｘ

Ｒ

Ｒ
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H査 年月日

宮査面積(口2)

高木層の高さ(B)
高木層相被率(祐)
亜高木層の高さtB)
亜高木層植穀散申(弘)
低木層の高さ(め
に木層植被事(96)
草本層の高さta)
卒本層植被事(96)

出瀬

ヌ

オニグルミ

表3.ク ヌギーハンノキ群落断片

H査 書号            1 2

Tab.3 Quercus acutissima―Ainus

NL d. AufnahBe

DatuB

C r O e F e  d . P r o b e f i a n e ( H 2 )

Ho●he d.BauBschicht-1(白)
Deckuに d.Bau■schicht-1(96)
Hoehe d.Baunschicht-2(口)
Deckung d.BauBschicht-2(96)
Hoehe d,Strauchschicht(口)
Deckung do Strauchschicht(%)
Hoehe d.Irautschicht(B)
Deckung d.Xrautschicht(96)

ArtenZahl

larten:

QuerCus acutissi口a

Juglans ailanthifolia

B e g l●l t e r :

Polygonu口 perfoliatun
PlantagO asiatica

japonica一Geselischaft

９‐

９

‐０

‐Ｏ

Ｘ

ｌ０

１３

５

0 . 3

8 0

その他の租:

ケチデミザサ
カナムグラ
ツリフネツウ
テリハノイパラ
ツルヨシ
ミツツパ

ミズ
オニドヨロ

ツユクサ
アキノウナギツカミ
ヤブガラシ

カラムシ

カキドオシ

アカネ
ミツパアケピ

フタリシズカ
ゲンノショウヨ

ヤプラン
ジャノヒゲ
キツタ

アマチヤズル
ミズヒキ
ノイブ`ラ

アシボツ
クズ
ヒカゲイノヨズチ
ハルジョオン
ミツパ

ヤプ▼メ
ウラハグサ
カンスゲ

アケピ
ヨモギ
カヤツリグサ
キンミズヒキ
オオイヌタデ
トネアザミ
クサフジ

イシミカワ
オオバヨ

2.2     0Plis口enus undulatifolius
↓      Huttulus scandens
+     IBpatieng textori

+      Rosa 口lchuralana
キ      Phrag●ites jaPonica
+      Polygonutt thunbergii

+      Pilea haBaci

→   Dioscorea tokoro
+      C●B●elina c。●白uniS
+      Polygonutt sieboldii

+      Cayratia japonica

+      Bochneria nipOnonivea

キ      61ocho臼a いOderaoea var. =randis
キ      Rubla akane
+      Akebia trifoliata

+      Chioranthus serratus

+      Ceraniu口 thunbergii
●.2     Liriope platyphyl13
+   OphiopOgOn japOnicus

■      Hedera rhonbea
+   GynosteD口 a pentaphylluB
キ     PolygonuB FiliforDe
+      Rosa aultiflora

+.2     Hicrostesiu口 vittineu白
◆      Pueraria lob8ta
+.2     Achyranthos japtanica

+      Erigeron Phlladelphicus

十      Cryptotaenia Japonica

3。3  hphicarpaea trispema
+      Hakonechio3 口aCra
+      Carex Borrowil

十      Akebia quinata
+      Artenisi,vulgaria var. indica

十      Cyperus Bicroiria

十      Agrinonia JapOnica
+      Polygonu口 nodosuロ
や      Cirsiutt nippOnicu口 var. inco口ptuコ
+      Vicla cracca

Bl

B 2 X

R

【

k

k

X

【

【

【

X

X

К

R

【

【

X

【

k

lt

X

X

K

X

X

X

X

X

H

X

X

X

X

X

К

X

X

X

や

キ

+



ア
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表4.ク ヌギーヨナラ群集

宮査書号

H査 年月日

宮査面積(D2)

高木層の高さG)

高木層相被弔(“)

亜高木層の高さ(口)

亜百木層柏被率(“)

に木層の高さ(口)

低木層柏被率(96)

草本層の高さ(口)

車本層植被寧(粥)

出現租敵

Tab.4 Quercetum acutissimo serratae

10   1  14  15   8

91  91  91 91 91

10  8  10  10  9

6 28 16  15 26

10  20  10  10  10

X  X  X  x  x

10  20  10  10  10

14  16  12  20  20

80  80  80  70  40

10  6  ・    ・   ・

80  60  ・   ・   ・

5  2  '   6  4

70  30  。  20  70

0 . 5 0 . 3 0 . 5 0 . 5 0 . 5

50  30  00  50  10

26  54  57  37  38

Nn d, AuFnahB●

Datua

CrO●βe d.ProbeFlaeche(B2)

8oehe d.B8unSChicht‐1(日)

醜 Lung d.Baunschicht-1(粥 )

Hoehe d,BBuBschicht‐2tB)

DecLung d.Baunschicht-2(粥)

Hoehe d.Strauch8ChlCht(口)

DecLung d.Strauchachicht(粥)

loehe d.【rautschicht(B)

DecLung d,Xrautschicht(96)

Ar醜 8hl

辞集及び上級単位の標嶺穏:

ヨナラ

イヌシデ

ウワミズザクラ

ガマズミ

フジ

ウツギ

イヌワラピ

ケヤキ

クヌギ

エノキ

ツリバナ

タチツボスミレ

コゴメウツギ

オオパウマノスズクサ

クマノミズキ

ミズキ

マユミ

エンヨウカエデ

キンラン

コウヤポオキ

ヤマブキ

イロハモミジ

アズマネザサ

エゴノキ

ミツパアケピ

Xean― u. Trennarten d, A88, L beh● コen Einheiten:

OuerCu8 Serrata

Carpinus Tschonoskll

Prunug grayana

Viburmutt dilatau口

口isteria fioribunda

Deutzia crenata

nthyriutt niponicu口

Zelkova serrata

Ouercus acutissitta

Cehi3 8inenSis

Euonyttus oxyphyllu8

Wi018 grypOoerag

Stephanandm incisa

▲riS的10chia臨 “PFeri

mmu8 braChypoda

COrnu8 COntroversa

Euony口us sieboldianus

Acer DOnO Wa■  ttarDOralun

Cephalanthera falcata

Pertya scandend

Kerri8 japOnica

Acer palmtu口

Pleioblastus chino

Styrax J8POniCa

Akebia trifoliata

Bl

S X

Bl

3 2

81 B2

Bl

Bl

S k

S X

B2

S X

31

X

B2 S

X

B1 32

3 . 3 3 . 3  キ

・   十   ・

→  す   →

・   →   ・

●   ・   ・

・   +  +

・   +   ・

・   す  →

'  4

や  +

＋

　

十

一

・

・   +   ・   ,

・ + や す

→ 4 1 ・  Ⅲ

Ⅲ Ⅲ  Ⅲ 十

・ → + 十

・ 2 . 2 1 . 1 2 . 2

・   ・   →   ・

→   +   ・   ・

十  +   ・    ・

十  ↓

■   ・

+   ・

十

B2

S

R

Bl  X

虫

Bl

BI  S

I

B2  S

X

S

X

B2

X

k

【

十

一
す

　

す

　

。

一
４
中
「
中
中
丁̈．

す

+

+

→

→

・   +   ・   ・   ・

・   ・   ・   や   →

■   ・   ・   ・   ・

4 . 4  ・  ・  ・  ・

Ⅲ   ・   ,   ,   ,

・ 2 . 1  ・  ・  ・
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カマツカ

クマシデ

ダンコウパイ

キプシ

ツ,レウメモドキ
サンシヨウ

マルパウツギ

ミツパウツギ

ヤブツパキクラスの標歓穏:

ヤブラン

ネズミモチ

ジャノヒゲ

キツタ

アラカシ

アオキ

ヤプヨウジ

ベニシダ

マンリョウ

イポタノキ

ヤブニッケイ

シュロ

ヤツデ

タプノキ

オモト

ヤマイタチシダ

シユンラン

イヌガヤ

イヌツゲ

シロダモ

その他の電:

ケチヂミザサ

カニクサ

Ｓ

Ｒ

既

Ｓ

磁

Ｒ

は

Ｒ

Ｉ

．

Ｂ２ Ｓ

一
К

ほ

］

．
は

Ｂ‐

Ｓ

Ｘ

Ｓ

Ｋ

Ｘ

Ｒ

．

田

一
Ｘ

Ｒ

Ｓ Ｘ

一
Ｘ

Ｘ

．

Ｒ

Ｓ

Ｘ

Ｘ

サルトリイパラ      S К

ヌルデ

ホシダ

ミズヒキ

アマチヤズル

オニドヨロ

ヘクソカズラ

メダケ

ヤマハッカ

ヤマプドウ

イチヤクツウ

セイヨウタンポポ      X

ノヨンギク

アケピ

【

К

lt

К

ほ

X

X

S 【

B2

S X

k

k

К

I

К

・   →   ・   ・   ・      POurthiaca vi1losa
・   +   ・   ・   ・

・   +   ・   ・   ,      Car,inug Japonica

'   十   ・   ・   ・      Lindera obtusiloba

・   +   ・   ・   。      StaChyurus praecDX
・ ・  + ・  ・    佐 laStrug orbiculatus
・ ・  →  ・  ・    Zanthoxylu8 PIPerituロ

・   ・   +   ・   ・      Deutz18 8Cabra

・   ・   ヤ   '   '      Staphylea bunalda

Xenn― u. Trennarten v. Caneliletea:

Ⅲ 2.2■ + や  LiHope platyphylh

や  +  ・   や  +     LigustHIB japonicuB

・ + +・ ・

→ +.2 +  +  →      Ophlopom jatticus

キ   ■   ・   ・   ・      コedera rho口bea

2 . 3  ・  +   ・  →

キ   +   +   ・   ・      OuerCuョ 81auca
・   +   ・   ・   →

・   +   ・    ・   ●

・   ヰ   ・   ・   キ     Aucuba」aponiCa

十  ■   ・    ・   ●

↓  →   ・   ・   →     Ardi8ia japonica

→  →   ・   ・   十     Dryopteri8 6rythro80ra

→   ・   →   +   ・      Ardi81a Crenata

十   ■   ・   ・   ・      Ligustru口 obtu81f01luロ

+   ・   ・   ・   キ     CiananoBua」 apOnicllB

・   +  +   ・    ・     TraChycarpua fortunol

,   Ⅲ   ・   ・   Ⅲ      Fat818 jBPanica

, ・  ・  + Ⅲ    Pettea thunbergH

・  ・  ・  Ⅲ   Ⅲ    Rchdea j8POniCa

・  +  ・    ・  +     Dryopttria biasetiana

・  1.1  ・   ・   Ⅲ      CyttbidiuB goeringll

→   ・   ・   ・   ・      Cephalotaxus harringtonia

・   十   ・   ・   ・      Ilex crenata

・   ・   ・   十   。      Neolltse8 SeriCea

BeEleiter:

十  ■.2  +   +   ・      OPli8Benu8 undulatifollus

十 。  十  + ・    町 godiun JapOnicuロ
・   +   →   +   ・      Snilax china

や   十   ・   ・   ・      Rhus javanica

+   ・   +   ・   ・      Cycioso「u8 aCuainatu8

→   ・   +   ,   ・      Polypnu口  filifortte

+   ・   ・   十   ・     CyaOste口 ●8 PentaphylluB

+   ・   ・   ■   ,      Dlosoorea tokoTc

・   キ   ■   ・   ・      Paederi3 SCandens var. ● 31rel
・   +   ・   ・   ・      PleiOblastus si白 Onii
, + + ・ ・

・   +   4   ・   ・      Plectranthus inflexus

・   +   +   ・   ・      Vitis colgnetiae

■ ・  十  ・  ・   的 rOla 38POniCa

・   ・   +   +   ・      TaraXacu口 officinale
・   ・   +   ・   →      Aster B口eratoido8 var. ovatu8
・   ・   +   や   ・      Akebia quinata
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ノイアヽラ

イヌタデ

スギ

セキショウ

スイカズラ

オこグルミ

ノブドウ

ヤマユリ

ヤマシロギク

オオムラサキシキブ

ヤマハゼ

ヤマツツジ

ツルグミ

ツルボ

ホタルカズラ

ヤマノイモ

アシポソ

ツユクサ

ノガリヤス

ナッツタ

キハギ

ヌスピトハギ

オカトラノオ

アキノキリンソウ

セイノ〔ンモロヨシ

ナットウダイ

カラマツソウ

ヤマタツナミ

ガンクピソウ

キジムシロ

リュウノウギク

アキノタムラソウ

ヒメジョオン

ノアザミ

ウラハグサ

ヒカゲイノヨズチ

ハシパミ

ノピル
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表 5.ス ギ植林  Tab 5

何査書号

田査年月日

田査面積182)

高水層の高さ(口)

高木層槽被卒(%)

亜市木層の高さ(o)

軍薄木層相被率(96)

低木層の高さta)

低木層想被導(%)

車本層の高速(口)

革本層植被率(96)

出現租数

キツタ

ヤブラン

ジヤノヒゲ

ネズミモチ

アラカシ

イノデ

タブノキ

アオキ

マンリョウ

ヤブソテツ

シュロ

ヤブツパキ

イボタノキ

ヤツデ

シロダモ

イヌガヤ
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その他の種:

ヨナラ
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エノキ
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ガマズミ
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フタリシズカ
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CryptOmeria iaponiCa一 FOrst

5   0  il    Nr. do AuFnah●●

1

50

01  91    DatuB

8  10

26  6

20 10  Croeβ  e d,Probeflaeche(口2)

X X

20  10

13 12  Hoehe d.BauBschicht‐ 1(口)
80 80  Deckung d.Baunschicht-1(96)
・ ・   Hcehe d.Baunschicht‐ 2(■)
・ ・   Deckung d.Baunachicht-2(拷 )

2 3 Ho● he do Strauchschicht(口)
10 10  Deckung d.Strauchschicht(96)

10.5  Hcehe d xrauttchicht(8)

00 20 Deckung d.Irautschicht(96)
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表 6.カ ナムグラ群落

田査番号

H査 年月日

H査 面積(■2)

高木層の高さ(口)

高木肩植被率(96)

亜高木層の高さ(B)

亜高木層植裁被幕(96)

低木層の高さla)

低木層植被宰(96)

車本層の高さtB)

車ポ層植被率(96)

出現粗数

辞落の区分祖:

カナムグラ

上級単位の標微租:

スギナ

ヤブガラシ

その他の種:

ケチヂミザサ

ツリフネソウ

オニグルミ
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ツルヨシ

ミツツブ(
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ツユクサ
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カキノキ
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キクイモ
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ヨシ

ジユズダマ
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3     Nr, d. AufnahBe
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Hcehe d. Bau,schicht-1(B)

Deckung d.Bauaschicht-1(96)

Hoehe d.Bamschicht-2(B)
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IIoett d.Strauchstticht(0

Dectung do Strauchschicht(96)

Hoche d. Xrautschicht(日)

Deckung d.【rautschicht(96)

Artenzahi

Trennarten:

HuBulus scandens
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Polygonu口 sieboldii
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Rubia akane
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Erigeron annuus
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Holianthus tuberosus

Polygonu口 senticosulB

Matteuccia struthiopteris

Phrag口ites australis

Coix lacry口a―jobi



神奈川県立自然保護センター報告第9号 (1992)

西丹沢におけるタカチホヘビの分布について

富 田 京 一
※

Distribution of Acんα′サ角句s spjttα′js in the Western part of

Tanzawa Mountains

Kyohichi T OMITA

は じ  め  に

タカチホヘビ Acんα′j句切s sが角o所Sは ,有鱗目 SQUAMATA・ ナミヘビ科 Colubridae,

タカチホヘビ属 Acんo"句切sに 属 し (千石 1985),本 州,四 国,九 州,屋 久島,中 国東

部に分布する。神奈川県内でのこれまでの記録は三浦半島に多く (柴田 1968),丹 沢周

辺では,柴 田 (1972)の記録に加え,筆 者が昨年,東 丹沢地域 を中心にいくつかの知見を

報告した (富田 1991)。 今回,引 き続 き西丹沢地域の調査を実施 したので報告する。

調 査  方  法

タカチホヘビの分布を調査する上で有効な方法として,調 査区域の舗装道路を歩き回り,

DOR(Dead On Road i路 上死体)の 確認 など、タカチホヘビの生息の痕跡を記録する

方法 (富田 1991)に より,1991年 4月 ～11月にかけて行った。

調査結果および考察

今回の調査では,15個 体のタカチホヘビが中井町,松 回町,山 北町,小 田原市,商 足柄

市で確認された (図1)。 その時期と回数は, 5月 に4回 。 6月 に6回 , 7月 に3回 , 8

月に 1回 , 9月 に 1回 ,地 域的には,山 北町で 6回 ,南 足柄市で4回 ,小 田原市と松田町

でそれぞれ 2回 ,中 井町で 1口 であった (表1)。 また,今 回の調査で出現したヘビ8種

類の目撃記録は50であったが,こ の内タカチホヘビは15と最も多かった (表2)。 更に,

前回の東丹沢地域での調査結果と合わせて丹沢地域全体でみた (表3)結 果から, タカチ

ホヘビは,丹 沢地域全体に広 く分布していると考えられる。また, タカチホヘビの記録が

突出していることから,丹 沢地域でみられるヘビのなかで, タカチホヘビが,DORと し

て出現 しやすい種であるといえる。

東丹沢地域の調査に引き続き,西 丹沢地域のヘビ類について,DOR確 認を中心とした

分布調査を行った。タカチホヘビは,西 丹沢地域にもほぼ全域に分布しており,出 現状況

はDORが 最も多かった。このことから,昨 年の調査結果とあわせて, タカチホヘビは,

丹沢地域全体に広く分布していることが明らかになった。

要摘
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｀
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確認地点名 (確認地点の番号) 備 考

1 1991. 5. 2 山北町萩原上 DOR

2 ク .  5。 23 山北町樋日精付近 D O R

ク . 5. 23 山北町鍛治屋敷 DOR

ク . 5, 26 南足柄市県立21世紀の森付近 生存個体

ク . 6 . 4 山北町棚倉神社付近 DOR

ク . 6 . 9 小田原市風察 DOR

7 ク . 6 . 9 小日原市萩窪 DOR

ク . 6. 15 松田町弥勤寺付近 DOR

9 ク . 6 , 1 6 山北町塩沢付近のがれ場 生存個体

ク . 6. 23 南足柄市地蔵堂 D O R

ク , 7. 7 南足柄市矢倉沢前田橋 DOR

// . 7, 7 南足柄市矢倉沢栗原橋 D O R

ク . 7. 11 中井町境 DOR

ク . 8. 25 山北町市問 生存個体

ク .  9. 29 松田町惣領 生存個体

表 1.東 丹沢地域で確認されたタカチホヘビの記録

表 2.西 丹沢地域の調査で出現したヘビ類      表 3 西 丹沢および束丹沢地域で出tFRした

ヘビ類の総数

種 名 出現回数

タカチホヘ ビ

シマヘビ 3

ン ム グl) 3

アオダイショウ

シロマ ダラ 4

ヒバカリ 6

ヤマカガシ

ニホンマムシ

△
日

種 名 出現lHl数

タカチホヘビ

シマヘ ビ

ブム グリ 4

アオダイショウ

シロマグラ

ヒバカリ

ヤマカガ

ニホ ンマム シ 3
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写真 1 タ カチホヘビの生存個体

写真 2 タカチホヘビの出現した切通し





神奈川県立自然保護センター報告第9号 (1992)

神奈川県におけるホタル (ゲンジボタル・

ヘイケボタル)の 生息状況について (3)

有 馬 征 二
※ ・ 荒 井 和 俊

※ ・ 鈴 木 一 子
米

Distribution of Fireflies in Kanagawa Prefecture(3)

S e i j i  A R I M A , K a z u t o s h i  A R A I  a n d  K a z u k o  S u z u K I

は  じ  め   に

ホタルは夏の夜の風物詩として,古 くから人々に親 しまれてきたが,経済発展に伴い水

質汚染や環境の悪化などにより減少してきた。しかし,近 年生息地が増加の傾向にあると

いわれている。

県立自然保護センターでは, 1981年 以来 5年 ごとに生息調査 を実施 している (伊藤

1983.平野内 ・野口 ・沼田 1987)。今回第二回の調査を行ったので,そ の結果を報告する。

調 査  方  法

この調査は,1991年 6月 から8月 にかけてアンケー ト方式により行った。調査の対象は

神奈川県在住の,鳥獣保護員, 自然環境保全指導員, 自然公園指導員, 自然観察指導員, 日

本野鳥の会神奈川県支部会員,神 奈川昆虫談話会会員,三 浦半島昆虫研究会会員,各 地域

ホタル保存会会員,神 奈川県愛″島モデル校等で,過 去二回とは異なり,一 市町村 (横浜市・

川崎市は区)当 り3名 から10名位を抽出し, 441名 にアンケー ト調査票 (表1)を 送付 し

て生息状況を回答してもらった。

回答は,該 当する記号を○で囲む選択式を原則とした。

l回収 した調査票は種類及び場所 (市区町村)別(図1)に集計し,さらにメッシュ単位で生息分

布図を作成した。メッシュ図は,今 回から当センターにおける他の動物生息調査と同じ図

を使用し,発 生場所はメッシュの一区画の塗りつぶしとした。

メッシュ図は,神 奈川県の10万分の 1の地形図を,東 西約1.45km・南北約1.15kmに区分

したもので,メ ッシュの故は神奈川県全体で16601日となった。

なお,神 奈川県全体のメッシュ救を総メッシュ数,生 息 していたメッシュを生息メッシ

ュ,1981年 の第一回調査を前々回。1986年の第二回調査を前回,第 二回を今回と呼ぶこと

にする。

調 査 結 果

調査の標本数は44 1個 (人)で ,回 収数は26 1 1固(2 2 4人)ゃ 回収率59 . 2 %であった。

1.ホ タルを見たか

ホタルが発生したか否かに対し,2 6 1件 (2 2 4人)の 回答があった。このうちゲンジボタ

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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ル L“cす。あ c″″cれ,a MOTscHuISKYの発生が見られたが70件 (27.0%),ヘ ィヶボタル

L“cJO′αあ′¢ヶo力s MoTscHUISKYの発生が見られたが40件 (15。2%),種 類は分からない

が見たが36件(13.7%),ホタルの発生が見られないが116件(44.1%)であった。(表2)

2 .ホ タルを見た場所

①  ゲ ン ジ ボ タ ル L “ c  j O ′a c ″ ″c j 。け。 M O T s c H u l s K Y

ゲンジボタルの生息メッシュの分布を図 2に示す。

生息メッシュ数は,61メ ッシュで総メッシュの3.70%で あり,そ の分布状況は,相 模川

以西の発生地が以東に比べ多かった。また以西地区で発生が集中しているのは酒匂川流域

及び湯河原町の千歳川 ・新崎川流域,大 磯丘陵,丹 沢山塊の東部山麓などであった。以東

地区では三浦半島の基部 (横浜 ・鎌倉 ・横須賀市)で 発生地がまとまっており,そ の他の

地区では散在的であった。

また,今 回の調査はメッシュ方式としたので,前 回 。前々回のデータ (図3)と は
一致

しないが,発 生分布は同じような傾向を示している。しかし,今 回は相模川及び金目川下

流域の発生報告はなかった。

②  ヘ イ ケ ボ タ ル L ″ c  j ο′α ′α姥 ″α力 s  M o T s c H U I S K Y

ヘイケボタルの生息メッシュの分布を図 4に示す。

生息メッシュ数は,42メ ッシュで総メッシュの2.50%であり,そ の分布状況は,相 模川

以西の発生地が以東に比べ多かった。また以西地区で発生地の多いのは湯河原町の千歳川

・新崎川流域及び丹沢山塊の東部 ・南部山麓などであった。以東地区では発生地は散在的

であった。

また, 今回の調査は, ゲ ンジボタルと同様にメッシュ方式としたので, 過去のデ
ータ

(図5)と は一致しないが,発 生箇所数は前々回に比べ少なくなっている。

③ 種類不明

種類不明の生息メッシュの分布を図 6に 示す。

種類不明の生息メッシュは28メッシュで総メッシュの1.70%で ,分 布状況は相模川以西

がほとんどであった。特に多いのは丹沢山塊の南部山麓であり,前 期 2種 と重複する場所

も多い。

3.ホ タルを見た時期

ホタルを見た時期を図 7に 示す。

この項目については,146件 の回答があった。ゲンジボタルでは 5月 下旬に 4件 ,6月

上旬22件,中 旬23件,下 旬13作, 7月 上旬 6件 ,中 旬 1件 ,下 旬 1件 , 8月 下旬 1件 であ

った。発生最盛期は,前 回同様 6月 上 ・中旬であった。ヘイケボタルでは, 6月 中旬に7

件,下 旬12件, 7月 上旬 6件 ,中 旬 4件 ,下 旬 6件 , 8月 上旬 2件 ,中 旬15件であつた。

発生時期はゲンジボタルよりも遅 く,か つ前回よりも遅い 6月 中旬から発生しはじめ,最

盛期は 6月 下旬であった。なお,両 種とも発生の時期は場所間で遅速があり,こ の現象は

前回の調査結果と同様であった。

4.ホ タルの発生数                          1

ホタルの発生数を図 8に 示す。

ゲンジボタル ・ヘイケボタルともに前回調査に比べ,50頭 以上の場所が減少していた。

またゲンジボタルでは10頭以下と11～50頭の場所が各々増えていたが,ヘ イケボタルでは
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10頭以下が大きく減り,11～ 50頭の場所が増えていた。

5.ホ タルの生息環境

ホタ'レの生′忠環境別発生地数の割合を図 9に 示す。

ホタルの生息環境については,ゲ ンジボタル71件,ヘ イケボタル38件の同答があったっ

ゲンブボタルでは川が最も多く43件,そ の他13件.水 田11件,池 又は沼 4件 であった。前

陣1,い1答のなかった池又は沼が今回復活した。ヘイケボタルでは水田が最も多く20件,川

12件.池 文は沼 4件 。その他 2件 であった,こ こでも今までlrll答のなかった池又は沼がい|

答された,

6.巻 ,1の生′8、について

ホタルの幼虫の餌になる淡水性巻き只の生息については、107件のLHl答があり。その内

訳は巻き只 (カワニナゃ タ ニシ)が 死られる85件,モ ノアラガイが見られる1件 ,見 られ

ない 7件 .分 からない14件であったぅ

7.そ の他の情報及び意見

多数の方々より様々な情報,意 見が寄せられ貴重な資料となった。その内のいくつかを

あ|ずておく,

ア.生 息場所が少ないので,観 光地化しないでほしい。 (箱根町宮城野 ・城山町小松)

イ.用 水P各がコンクリー ト化され.ホ タルの数が減つた。 (厚木市上荻野)

ウ.環 境保護のため。そっとしておいて欲しい。 (横須賀市久村)

工`昨 年までいたが,今 年はいない。カワニナもいない。 (愛川町中津)

オ.私 右地に多数発生している。保全の働きかけができないものかっ (綾瀬市早川)

力.水 f」の除車剤でホタルが生息できない。 (寒川町小動)

キ.道 路,水 路.川 が整備され田畑が減り.木 が伐 られ昆虫もとばなくなった。 (秦野市

菩提)

ク.新 築工事に来ている人達が,汚 水を川に流すことが多いので規制して欲しい。 (鎌倉

市丁り(日丁)

ケ.水 田に相当数のホタルが生息している。 (秦野市柳川)

コ.ヘ イケボタルが激減 した。 (松田町寄)

サ.串 川の改修工事が進行中で上流では見られない。また発生数がかなり減った。 (津久

井町根小屋,長 竹)

謝   辞

このアンケニ ト調査を行うにあたり,ご 協力いただいた多くの皆様に厚くお札申しあ|ザ

る。
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(2) 神 奈川県立自然保護センター調査研究報告 4:85-92

伊藤正宏 1983 神 奈川県内におけるホタル生息実態調査報告 神 奈川県立自然保護セ

ンター業務報告書 :53-58



表 1 .ア ンケート項目

1 今 年ホタルを見ましたか。 (1)見 た
2.本 タルを見た場所は

市 (区) 町村      大 手
3.ホ タルを見た日時は

月  日   時 ごろ  天 候 (晴・曇 ・雨)
(1)ゲンブボタル (2)ヘイケボタル (3)種名はわからない

4.ホ タルの数は

(1)10匹以下 (〕11～50くらい (3150以上
5.ホ タルを見た所は

(1)水田 (21'||(名称         )

13)池または沼(名称    )に )そ の他(    )
6。 そこには巻貝(カワニナ・タニシ)が見られますか。
11)見られる  (2)見 られない

7 そ の他 (ホタルについてご意見がありましたらた

(2)見 ない

住所

氏名

(〒

電話番号

川由市
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ｉ
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図 1.神 奈川県の市町地 (区)別 配置



図 2.ゲ ンジボタルの生息分布
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図 4.ヘ イケボタルの生息分布

表鶴岬

図 5. ヘィヶボタル前回
・前々回発生地の分布
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図 6.種 類不明の生息分布
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図 8ホ タルの発生数
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ゲンジボタル

前々回
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ヘイケボタル
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図 9.ホ タルの生息環境



表2.市 町村 (区)丹」確認個所数   平 成 3年 度

地 区 市町本寸(区)
ゲ

ボ

ヘイケ
ボタル 不明

横

浜

地

区

横 浜  市 5

(鶴 見 区)

(神奈 川区)

(西 区)

(中 区)

(南 区)

(港 南  区 )

(保土ヶ谷区) 1 1

(旭 区) 3

(磯 子 区)

(金 沢 区) 1

(港 メと 区 )

(緑 区) 1 1

一戸 塚 区) 1 1

(瀬 谷  区 ) 1

(栄 区) 1

(泉 区) 1

ナ||

崎

地

区

崎 市 1

崎 区)

(幸 区)

(中 原 区)

一向 津 区)

(宮 前 区) 1

(多 摩  区 ) 1 1

(麻 生 区)

横
須
賀

・
三
浦
地
区

横 須 賀 市 2 ]

鎌 倉  市 1

逗 子 市

三 浦  市

葉 山  町 1 1 1

地 区 市町村 (区)
ゲ
ボ

ケ

ル
ヘ
ボ 不明

県

央

地

区

相 模 原 市

厚 木  市 4 l

大 和  市 1 1

海 老 名市

座 間  市 l

綾 瀬 市

愛 川  町

清 川  村

湘

南

地

区

平 塚  市

藤 沢  市

茅 ヶ崎 市 1

秦 野 市 2

伊 勢 原 市 1 1

寒 川  町

大 職 町

二 宮  町 1

足

柄

上

地

区

高足柄 市 1 1

中 井  町 1 1 1

大 井  町

松 田  町 2 1

山  北  田丁 1 1

開 成  町 2 6

西

湘

地

区

小 田 原 市 5 1

箱 根 町 2

真 鶴 町

湯 河 原 町 3 2

津
久
井
地
区

城 山  町 3

津 久 井 町 4 2

相 模 湖 町 1 1

藤 野 町 1 7

計
△
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神奈川県立自然保護センター報告第9号 (1992)

自然保護センター野外施設の植物目録 (2)

ナ|1 村 優 子 ※

List of Plants in the Kanagawa Prefectural

Nature COnservation Center(2)

YuKO KAWAMURA

自然保護センター野外施設の植物目録は,神 奈川県立自然保護センター報告 6(川 村

1989)に既にまとめられている。今回ここに報告するものは,そ の後の継続調査で判明した

記載の誤りを訂正する種,新 たに生育が確認された種,及 び1990年に用地 (ヨナラやイヌ

シデの優占する雑木林, スギやヒノキの植林, これらに囲まれた谷戸の耕作放案水回から

なる)5ヘ クタールが拡大されたことによって追加記載される種などのリストである。

記載の誤りを訂正する種及び目録から削除する種

ウマスゲをコジュズスゲ, アカネスミレをオカスミレ, コバノトネリコをヤマトアオ

ダモに訂正。ウリカワ.ス ミレ及びコスミレは採集地,撮 影地についての情報記載の誤り

であることが判明したためリストから削除。

凡例

自然保護センター野外施設の植物目録 (川村 1989)と 同じであるためここでは省略

する。ただし生育地の略号 「けもの」は,1990年 ,新 たに拡大された区域 「けものの森」

を表す。

本目録に記載された種は,48科 80種である。

この結果,自 然保護センター野外施設の植物目録に記載された種の総数は,143科839種

である。

123種,内 自生種  20種

160種,内 自生種 109種

556種。内自生種 430種

訴
　
　
酪
　
　
一

屯

　

一

物

　
　
　
物

植
　
　
　
植

本
　
　
　
本
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※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center



10科 38種,内 自生種  31種

8科 18種,内 自生種  2種

21科187種、内自生種 134種

74科391種・内自生種 242種

30科205種,内 自生種 150種

なお最後につけた索引について,種 名の次の数字は,ハ イフン (―)よ り前が目録

(1989),…1ま たは目録 2(1992)・・・2の 別を,ハ イフンの後はページを表す。その後続

くのは自然保護センター所蔵標本整理のための科番号と科名である。



PTERIDOPHYTAシダ植物
       LYCOPODIACEAE2 ヒ ヵゲノカズラ科

LycopOdiuB Serratu■ Thunb.トウゲシパ
12 ヮ ラピ科 PTE R I D A C E A E    i。

9ra B口e3a , o n i c a  D t e t Sconlイワガネソウ
19 オ シダ科 ASPIDlACEA[

Woods,a nanchuriens,s ‖ook,フクロシダ

、EGYMNOSPERMA裸子植物

けもの  常 多

けもの  常 多

けもの  多

‖

6

E

35 マ ツ科 PlNACEAE
エゾマツ K Pinus je20enSisi Carr. 薬一見  常 針高 MM

被子植物 ANGIOSPERMAE
単子葉綱 MONOCOTYLEDONEAE
53 ヒ ルムシロ科 POTAMOG[TOHACにAE
求ヒルムシロ K     POta口 ooeton distinctus senn.湿生
58 ォ モダカ科 ALISMATACEAE

64 サ トイモ科 ARAC[AE
ウラシマツウ K    Arisaena urashina Mara

68 ミ ズアオイ科 POHTEDERIACEAE

率ヘラオモダカ K

*ヤエオモダカ K

62 カ ヤッリグサ科 CVPERACEAE
ヨジュズスゲ

*ホテイアオイ K

71 ュ リ科 LILIA C E A [
率ニンニク K

ネニラ K
Oウ パユリ

ネアミガサユリ K
(バイモ)
ネキチジョウソウ K
77 ラ ン科 ORCHIDACEAE
ネサイハイラン

Atisna canaliculatuB A.Braun湿生
et 8ouche
Sagittaria trifolia L.
cv, Prena

湿生

carex parciflora 8ooit var.
口acro。lossa Ohwi          ・

湿生

野鳥 1  多

水鳥   多

Ｈ

　

　

＝

　

　

＝

多
　
多
　
多

山
Ｈ

Ｇ

　

　

ＨEichhornia crassipes
S01日S―Laub.

A H  i u n  s a t i v u B  L . v a r .   薬一見  多
nipponicutt xita■ura
A.tuberosuB Rottter   藁 一見  多
Cardiocrinu■cordatun Hakinoタリ林、 多

共用林 1
Frititlaria verticillata 葉一見  多
常iltd. var. Thunbergit Bak,
Reineckea carnea “unth      】トサ″ル    肯告をレ

crettastra appendiculata  たたら沢 冬 緑多
野鳥 1-R

Salix gracilistyla Hiq. 水鳥 夏低

Ｇ

　

　

Ｇ

Ｇ

　

　

Ｇ

　

　

Ｃ

　

　

Ｇ

Hakino

双子葉綱 DICOTYLEDONEAE
古生花被亜綱 ARCHICHLAMYDEAE

94 ヤ ナギ科 SALICACEAE
辛ネヨヤナギ K
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98   ラ/ラト琴斗  FAGACEAE
*ミ ズナラ K       Quercus 80ngOlica Fischer

ex Turcuz.vara grosseserrata
‖iq.

102 イ ラクサ科 URTICACEAE
クサヨアカソ      8oehtteria gracitis c.‖ ,

〇イラクサ
M「ioht
urtica thunbergiana sieb.et
zucc.

107   う″ぅ戸汗斗  PoLYGONACEAE

va r.angusta casp,
120 キ ンポウゲ科 RAMUHCULACEAE
ヒメウズ Aquile91a adoxoldes(DC.)

Ohwi
ネセリノヽォウレン K   C o p t i s  J a p o n i C a  M a k i n o  v a r a

dissecta Naka:
184   ロウノヽ4拝斗  CALYCANT‖ACEAE
*ロ ウパイ K ChiBonanthus praecox Rchd. ふれあい 夏 低

e t  t t i l s .
124 モ クレン科 HA6NOLIACEAE
ネマツプサ K      Schisandra repanda Radlk.

125 ク スノキ科 LAURAC[AE

水鳥 夏高

たたら沢 多

クリ林  多

９

　

　

０

　

　

５

０

　

　

１

　

　

１

*イ シミカワ Persicaria perfoliata

ケネパリタう      H'Gross           水

鳥、  1

r P.viscofera(Makino)‖.Crα
湿生

ヒユ科 AMARANTHACEAE
SS野鳥 2  1

ホナガアォゲイトウ
ヤマゴポウ科 PHVTOLACCAABaranthus hybridusと

inn.
CEAE           薬

一見  1

ヨウシュヤマゴポウ                    ・
スイレン科      Phytolacca attericana Linn.HYHPHAEACEAE
ネヒツジグサ                     湿

生あぜ 多

K          ttyBphaea tetra9ona Ceorgi湿生   多

‖

G

Th

Th

Th

G

HH

H

‖

N

クリ林

薬一見

多

　

多

米ニッケイ K cinna口o日utt Sieboldti Meisn.
率テンダイウヤク K   Lindera strychnifol,a vi11.

128 ア プラナ科 CRUCIF[RAE
本スズシロッゥ K    Arabis fiageliosa Hiq.
ネイヌナズナ       Draba neROrOSa Linn.
ネオランダガラシ K   NaSturttu日 OffiCinale R.Br.

134 マ ンサク科 HAMAMELIDACEAE
求マルバマンサク K   HaBanelis japonica sieb.et

Zucc.var,obtusata Matsun,
135   ノヽ:ラ干斗  ROSACEAE
*サ ンザシ K Crataegus cuneata Siebtet

Zucc.
Prunus zippeliana Hiquel
Rosa rugosa Thunb.  .

Gteditsia japonica Miq.

Cotinus coggygria scop.

６

　

　

０

*パ クチノキ K
*ハ マナス K
マメ科 LEGUMINOSAE
求サイカチ K
ウルシ科 ANACARDIACEAE
ハグマノキ K

薬一見

薬―見
薬―見

藁―見
ふれあい
たたら沢

水鳥

薬一見

薬―見
薬―見

薬―見

薬一見

夏藤  ‖

常高  MM
常低  N

タレ       ‖
2      T h
参多      H‖

夏低―高‖

夏低  M

常高  MH
夏低  N

夏高  MH

夏低  N
(ケムリノキ、スモークツリー)



152 ニ シキギ科 CELASTRACEAE
*モ クレイシ K
154 カ エデ科 ACERA    MiCrotropis

3aponica Hattier水鳥
CEAE

ウリハダカエデ K  Acer rufinerve Sieb.et zucc.薬一見
153 ツ リフネツウ科 BALSAMIttAC[AE
球キツリフネ K

161 ホ ルトノキ科 E    Ittpatiens noli―
tangere L,野 鳥 1

LAEOCARPACEA[
辛ホルトノキ K

166   ウ′ノヽぜ千呑斗  THEACEAE
リンゴツパキ K

169 ス ミレ科 V10LACEAE

Elaeocarpus syivestris Poir.薬一見

7 5

常低  H

夏高  H

l       T h

常高  ‖ ‖

キアオイスミレ

オカスミレ

ツポスミレ
(ニョイスミレ)

174 グ ミ科 E LA[AGRACEAE
*ダ イオウグミ K
(ピックリグミ)

177 ア カノ`ナ科 ONAGRACEAE
ネヒシ K

181 セ リ科 APIACEA[
ツボクサ
ノチドメ

var.ellipticus HaFa

Canettia Japonica Linn.
var.Bacrocarpa Masa口une

V. hondcensis ‖.Becker et
et H.Bciss.
V,phalacrocarpa HaxtB.f.

gtaberrina F.Haek.
V,verecunda A.Gr.

Elaeagnus Buttiflora Thunb`
var.hortensis Serv.
cv.G19antea

Trapa bispinosa Roxb.var.
linuBa3 Hakano

Centelia astatica urban
Hydrocotyte Barititta ‖onda

薬一見  夏 高  M

ケヤキ、 多    H
野鳥
昆虫、ケ 多    ‖
ヤキ、野鳥
ケヤキ  多    H

ケヤキ、 多    ‖
ホタル

水鳥   夏 高  ‖

水鳥

ナガバノスミレサイシン Vi01a bisetti Maxi日.

＝
Ｈ

多
多

のも
生
け
湿

Ａ
Ｖ

後生花被亜綱 METACHLAMYDEAE
ツツジ科 ERICAC[AE
求サラサ ドウダン K   Enkianthus cattpanulatus

Hicholson

サクラソウ科 PRI‖ULACEAE
ネクサレダマ K仙

サクラツウ K
クリンソウ K
エゴノキ科 STYRACAC[AE

carolina [!lisアメリカアサガラ K  ‖ alesia
モクセイ科 OLEACEAE
*ヒ トツパタゴ K   Chionanthus retusus Lindl.

et PaxtOn
,ongicuspis Steb.FraxtnusOヤ マ トアオダモ

et zucc.

Lysimachia vulgaris L,var.
davurica R.Кunth.
Prinuta sieboldi, Morren

P.3apon,ca A.Grav

水鳥

湿生

湿生
湿生

薬一見

ふれあい

昆虫

夏低  H

を'      H H

多   G

夕多       ‖

夏高  ‖

夏高  M

夏高  M

９

　

　

０

０

　

　

１
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215 ガ ガイモ科 ASCL[PlADACEAE
タチガシワ K     Cynanchu口 Bagnif,cuB Hakai 野鳥 1

216 ヒ ルガオ科 CttVOLVULACEAE
Oネ ナシカズラ      Cuscuta japonica Choisy  ホ タル
〇アメリカネナシカズラ  C,penta9ona Engel口.    タ リ林、

野鳥1
0ノ アサガオ       Pharbiせ is congesta Hara  きのぼり
218 ク マツプラ科 VERBEHAC[AE
ヤブムラサキ      CalliCarpa日 0!liS Steb.et けもの

カリガネツウ K
Zucc.
Caryopteris divaricata
H a X '日.

クマツプラ K     Verbena officinalis L.  薬 一見
219 シ ソ科 LABIATAE
ヨシロネ K      LycOpus ra■ osissiBus    水 鳥
シロバナウツポグサ K Prunetia vuloaris L,var. 水 鳥

lilacina ttakai f.albiflora
Hakai

ナツノタムラツウ    S a ' v i a  t u t e s c e n s  X o i d z u■i け もの
var.inter口edia Hurata

220 ナ ス科 SOLAHACEAE
辛ハ シ リ ドヨ ロ  K    S c O p O l a  J a p O n i c a  H a x i B .  薬

一
見

イヌホオズキ      S01anutt nigruB L.    け もの
230 ス イカズラ科 CAPRIFOLIACEAE
ヤプデマリ       ViburnuB plicata Thunb.va r.けもの

toBentosun Hiq.
236   gFサ″存斗  AST[RACEAE
ネ ク ソニ ン ジ ン  K     A r t e E i S t a  a n n u a  L .     薬 一

見
*ヨ ンギク        Aster ageratoides Turcz.var.湿 生あゼ

hortensis Xita口.
chrysanthettuB boreale       ョ電――ザ己
Hakino
Eupatoriun chinensis L. 湿 生、ホ
var,sinpticifoliuB【itaB. タ ル、昆虫
6naphaliutt japonicuB ThuBb.ふれあい

ナガパノヨウヤポウキ  Pertya gtabrescens
Schul〔zいBi pontinus

見虫

＝

　

　

＝

Ｈ

多

　
多
多

多   G

l寄     Th
ll専   Th

ヨ,      6

夏低  H

多

多
1

夏低

1

多

多

多

多
多

Ｇ

Ｔ

　

　

＝

アワヨガネギク K
(キクタニギク)
ヒヨドリバナ

チチヨグサ

Ｔ

Ｈ

　

＝

　

Ｈ

　

＝

Ｇ



索  引
アイアスカイノデーーーー1-17616わ夕

・

アオイスミレーーーーーー2-75 169スミレ
アオイスミレ十一一――-1-194169スミレ
アオウキクサ      1-18165ウ キタサ
アオカラムシーーーーーー1-185102わタサ
アオキ 1-196182ミガキ
アオギリーーーーーーーーー1-1941647岩

・
リ

アオヨウガイゼキショウー1-18269イク
・
サ

アオスゲーーーー十~~~-1-18062カ ヤツリダサ
アオツヅラフジーーーーート188123り

'ラ
カ
‐

アオミズ 1-185 102イラクサ
アカガじ 98フ

・
ナ

アカザー十一十一―一――-1-1861087カザ
アカシデ 1-18497カドメ辛
アカショウマーーーーーーー1- 1 8 9 1 3 3■キルタ
アカネーーー十一十一一-1 - 1 9 9 2 2 9 7カネ
アカバナーーーーーーーーーー1- 1 9 5 1 7 7 7カポナ
アカマツ 1-177 35マツ

アカメガシワ十 一一一一-1 - 1 9 2 1 4 6卜"・イゲ,
アキカラマツーーーーーーー1- 1 8 7 1 2 0キンポウダ
アキニレーーーーーキーーキーーーー1-1859鉱レ

アキノウナギツカミーーーー1-185107タデ
アキノエノヨローーーーー1-18061イネ
アキノキリンソウーーーー1-202236キケ
アキノタムラツウーー十-1-198219シツ
アキノノゲシーーーーーーー1-201236キケ
アキメヒシパーーーーーー1-17961イネ
アケピ 1-187 1217ケと

・

アサザ        1-1財 213ミ坊
・
シワ

アシタパーーーーーーーー1-195181セリ
アジサイ        1-189133Eキ ルタ
アスナローーー十一―一-1-17737リ キ
アズマイチゲ      1-187120キ ンポ'ダ
アズマイパラ      1-190135ボ ラ
アズマネザサ      1-17860タ ケ
アセピ 1-196 204ツサシ

・

アゼガヤツリーーーーーー1-18062カリリゲサ
アゼスゲー       ト 18062対ツリダサ
アゼナ         1-199221ゴ マメnゲサ
アゼナルコスゲーーーーー1-18062カリリゲサ
アゼムシロ       1-200235キ キョ,
アプラガヤ       1-18162カ ヤツリゲサ

ア

ア

イ

7 7

アプラススキ      1-17961イ ネ
アプラチャン      1-1鶴 125,スメキ
アマチヤー       1-18913鎖 キメカ
アマチヤツル      ト 200234,リ

アマドヨロ       1-18271■ リ
182 71ユリ

アミガサユリ      2-73 71ユ リ
アメリカアサガラー十一-2-75 2091ゴ′キ
アメリカセンダングサーー1-200236寺ク
アメリカネナシカズラーー2-76216跡ガオ
アメリカネナシカズラーー1-197216とルカ

・
オ

アラカ母 1-18498デ ナ
レチギシギシ    ・ 1-1鶴loリデ
ワコガネギクーーーーー2-76 236勅

イイギリ
1-18269イメ,
1-195 171イイヤ

・
リ

1-188122メギイカリツウ

イシミカワー ーーー2-7 4  1 0 7 ,デ
イシミカワーー十一一―-1- 1 8 5 1 0リデ
イスノキ 1-189 134マン'タ
イタドリーーーーーーーー1-186107カデ
イタヤカエデーーーー ーー1-193154,ェテ

・

イチゴツナギーニーーーー1-18061お
イチジク 1-185 101,ワ

イチハツーー十 一一一‐1-18374アヤメ
イチヤクツウーーーーーーー1-1 9 6 2 0 3イチヤケツ,
イチョウ 1-177 31イチョ,
イチリンツウーーーーーー1-187120キンポ'ダ
イトアオスゲーーーーーー…1-18062カリリゲサ
イヌエンジュ      1-1911367メ
イヌガヤ 1-177 34イスカ

・
ヤ

イヌガラシー ー 1-1鶴 1研 ラナ
イヌガンツク      1-17616オ ンダ
イヌヨウジュ      1-198219レ ッ
イヌヨリヤナギー 1-18494リギ
イヌゴマ        1-19821鋤 ツ
イヌザクラ       1と 190135ドラ
イヌザンショウーーーーー1-192141ミカン
イヌシダ 1-17612,ラビ
イヌシデーーーー十一一-1-1849輸 ド′キ
イヌショウマ      1-187120キ ンポウダ
イヌタデ
イヌツゲ

1-185107タデ
1-193 151モ'夕辛



イヌマキ
イヌムギ

1-177 33イヌマキ
1-179 61イネ

78

イヌトウバナーーーー十-1-19821勢 ツ

イヌナズナ十一―一一一-2-74 1287デ ラナ

イヌピエ 1-179 61イネ

イヌピワ        1-185101ク リ

イヌホオズキ      2-76 22け ス

イザンスミレーーーーー1-194169スミツ

ゴノキ         1-196209エ ゴノキ
ゾマツ        2-73 35リ

ノ:子              1-18499ニ ツ

ノキグサ       1-192146卜 ,ダイゲサ

ノヨロ 1-180 61イネ
ビスグサ       1-191136マ メ
ビツルーーーーーーーー1-193160デド,

1-183 77ラン

ンコウカエデーーーーー1-198154カエデ
ンジユ 1-191 136マメ

ウレン        1-187120ヤ ンポ'ゲ
ブラススキーーーー1-18061イネ
レチノギクー ーーー1-201236キタ

オイタチシダーーーーー1-17616オンダ

イチゴツナギ十一一―卜18061イネ
イヌタデ      ト 18510みテ

・

オイヌノフグリーーーー1- 1 9 9 2 2 1ゴマ′Aダサ

オオナモミーーーーーーーーーーーー1-202 236キク

オカナダモ      1-17859卜 すカカ
・
ミ

オクサキピーーーーーーー1-18061イネ

オシマザクラーーー十-1-190135ド ラ

オジシパリ      r-201236辛 '

ペニシダーーーーーー1-17716わダ

ミツツパ     1-1轟 107タデ
オムラサキ      ト 196204"シ

・

カウコギ 1-195 180'ヨキ
'

スミレー……………………‐2と75 169ス ミレ

カタツナミツウーーーー1-19821鋤ツ

カトラノオ      1-196206,タ ラ"

カメザサ       1-17860効

イヌムラサキ      2-76 217じ サキ

イヌワラピ 1-177 16オンタ
・
エピネ

イノコズチ        1-186109ヒ ユ

イノデーー ‐…………-1-17616オ ンタ
・

イブキトラノオーーーーー1-1 8 6 1 0 7タデ
イボクサ 1-181 67リユケサ

1-197 210モケセイ
2-74  102イラクサ

イボタノキ

イラクサ

イロハカエデーーーーーーー1-1 9 2 1 5 4オェデ
イワガネソウキーーー ー…2-7 3  1 2 ,ラビ

イワギボウシ      1 - 1 8 2 7 1ユ リ
イワシヤジンーーーーーーー1-2 0 0 2 3 5キ辛ョ,

1-199224イ,タボヨ

1-1763イワヒボ

1-189 133ユキアンタ

ウパユリ‐               2-73  71■リ

ウマノミツパーーーーーーー1- 1 9 5 1 8 1セリ

ウメ 1-190 135A・ラ
1-193 151モチノキウメモドキ

ウラシマツウ      2イ 3 64サト4t
ウリクサ         1-199221ゴ マ′Aク

・
サ

ウリハダカエデーーーーー2-75 154カェデ
ウワミズザクラーーーーー1-190135ドラ

イワタノヽコ

イワヒバ

イワボタン

ウイキョウー十一―――一-1-196181セ リ

ウキクサ 1-181 65,キクサ オチドメ 1-195 181セリ

ウグイスカグラーーーーー1-119230スイオガラ ヅラフジーーーーー1-1鶴 123"「ラフン
・

ウシクグ 1-181 62〕ヤツリケ
‐
サ

1-190135ドラ

リ 1-200230スイカガラ
ウシヨロシ メトリ'フ〔リトーーーーーーーーーーーーーー1-188 1287フ

・
ラナ

オパウマクスズクサーー1- 1 8 5 1 0 5 ,マタスポケサウシノシッベイーーーーーー1-17961イネ
ウシハコベ 1-186 114ナテ

・
シヨ パギボウシーーーーー…1-18271■リ

パクサフジーー十一-1-191136マメウチョウランーーーーーー1-1鶴 77ラン

ウツギ 1-189 133ユキ′シタ オブヽコーーーーーー中一―-1と199228tオポヨ

オ′ヽジヤノヒゲー 1-18271■リ

オパタネツケパナーーー1-1鶴 128″
・
ラナ

オパノイノモトツウーー1-17612"ビ

オブタクサ     1-200236キ タ

ウツボグサーーーーーーー1-19821勢 ツ
ウ ド 1-195180"ギ
ウバメガシー      1-184鈍 デナ

ウパユリ 1-182 71ユリ



オキナグサ 1-187120キンポ'ダ

ズトaF                    l-179 61イネ
オクマワラピー ……………1-1 7 6 1研ガ
オシダ 1-176161シダ

オトギリツウーーーーーー1-194169スミレ

オ トコエシーー十一一一一-1-200232オミれン
オ ドリコツウーーーーーーー1-19821鋤ツ
オナモミ 1-202 236キケ
オニウシノケグサーーーー1-17961イネ
オニグルミ

オニシパリ

1-184 96ケルミ
1-195173シ

・
ンチョウダ

1-182 71■リ
1-192 138〕夕,ギミ

オニタピラヨ十 一-1-202236キク
オニドコロ 1-183 73ヤマメイモ

オニノゲシー ーー ーーー1-202236キ″
オヒシパー十一一十 一一-1-17961イネ
オヘピイテゴーーーーーー1-190135ボラ
オモダカ 1-178 58オモタ

・
カ

1-182 71ユリオモト
オヤブジラミーーーーーーー1-195181セリ
オランダガラシーーーーー2-74 1287デラナ
オランダミミナグサーーート186114ナデシヨ

カキドオシ 1-198 219ウツ
1-196 207カキノキ
1-195 180,コキ

・
カキノキ

カクレミノ

カシワーーーー十一――一-1-18498デ ナ

カシワパハグマー十一一-1-202236ツ

カスマグサ 1-191 1367メ

カズノコグサーーー十一-1-17861イネ
カゼクサーーーーー 1-17961イネ
カタクリ

カタバミ

カツラーーーーーーーーー1-18711鋤 リラ

カナムグラ 1-185 1007サ

カナメモチ十 一十一一一-1-190135ポラ

カニクサーーーーーーーー1-176助ニケけ、カンダ
カニツリグサーーーーーーー1-18061イネ
カノツメツウ      1-195181セ リ

カモガヤーーーーーー十-1-17961イネ
カモジグサーーー十一一-1-17861イネ
カヤー 1-177 32イチイ
カヤツリグサーーーーーーー1-1 8 1 6 2☆ヤリリク

・
サ

カラスノエンドウ十一十-1- 1 9 1 1 3 6マメ
カラスムギーーーーー十-1- 1 7 8 6 1イネ

1召多公モ
ラハナソウ      1-1851007サ

1-185 102イラタサ
カリガネソウーー十一一-2-76 21切 リゲラ

190135ド ラ

カワラスガナ十 一―一-1-180

カワラスゲ 1-180

カワラナデシヨ十一――-1-186

カワラヨモギーーーーキー1-200

カンアオイ
カンガレイ

カンツノ`キ

6柳 ゲす
62湖リリゲサ
114ナテ
・
シヨ

236ψ

105,マ′スス
・
ケサ

6掛由,リゲ,
166リポキ
236キケ
64,卜4t
236キク
133ユ辛タンタ
51ガマ

230スわガラ
234,リ

120キンドウダ
236辛ケ
73ヤマタイモ

1-185

1-181

1-194

カントウタンポポーーーー1-202

カントウマムシグサーー上1_181

カントウヨメナー 1-201

ガクウツギ十 一一-1-189

ガマ 1-178

1-200ガマズミ

キカラスウリーーーーーー1-200
キクザキイチゲー十一一-1-187

キクタニギクーーーーーーー2-76
キクパドコロー十一一一-1-1聞

キササゲーーー十一一一-1-199

キジムシロ 1-190135ボラ
1-198 219シッキセワタ

キダチロカィ      1-18271エ リ
キチジョウソウーーーーー2-7371エリ
キツコウハグマーーーーー1-200236キケ
キツネアザミ      1-201236キ ク
キツネガヤ 1-17961イネ
キツネノカミツリーー十-1-1鶴 72とガンドナ
キツネノテブクローーーー1-199221ゴリAゲ,
キツネノボタンーーーーー1-187120キ方',ダ

キツネノマゴ      1-199226リ ネカゴ
キツリフネーーーーーーーー2-75 1弱ツリフネ
キツタ 1-195180成

・

キハギ         1-191136マ メ
キハダ 1-192 141ミオン

1-195172キデンキブS

キュウリグサー ーーーー1-197217ゆ韓

キランソウーーーーーーー…1-1研 21987ツ

キンエノヨロ十 一―-1-18061イネ
キンカン 1-192 141ミカン
キンシパイー ーー…1-194169スミレ





コメナモミ 1-202 236キク
コメヒシパ       1 - 1 7 9 6 1イ ネ
ヨモチヤンネンーーーーート189131下ンケイカ
ヨンギク        2-76 236ψ
ゴウソ 1-180 62カヤリリク

・
サ

ゴ 主 192 141ミカン
ゴンズイ 1-193153ミリポ'ツギ
サイカチ        2-74 1弱 げ

サイハイラン     2-7377ラ ン

サイハイラン      1-1鶴 7リン
サ カ 1941鶴ツポキ
サギソウ       ト 1鶴 77ラン
サクラツウ十 一―一一-2-75 206リ ラ"
ササガヤ 1-179 61イネ
ササパギンラン十 一一―-1-1鶴77ラン
サザンカ 1-194166リドキ
サツキツツジーーーーーーー1-196204"シ

'

サネブトナツメーーーーー1-19315リロ,メモドキ
サボンソウ 1-186 114ナテ

・
シヨ

サヤヌカグサ      ト 17961イネ
サラサドウダンーーーーー2-75 20り"・
サラシナショウマーーーー1-18712いンポ'ダ
サルスペリー     1-195175ミ ツ席

・

サルトリイ′ヽラーーーーー…1-18271エリ
サルナう 194 1657タタと

'

サワトラノオ      ト 196206リ ラカ
サワヒヨドリ      1-201236キ ク

サワラ 1-177 37ヒ′キ
1-181 62jpりが,サンカクイ

サンカクヅル      1-193160デ ド,
サンゴジュ       ト 200230スわガラ
サンザシーーーーーーーー2-74 135ドラ
サンショウーーーーーーー1-192141ミカン
ザクロ 1-1弱 185デタロ

ザクロツウ       ト 18611リル
シオデ         ト 18271■リ

シケシダ
シキミ `~■00

'               1-177
1 - 1 鶴

シナマンサク      1-189
シナレンギョウーーーーー1-lg7
シ′て           -1-18061イ ネ
シモツケ        1-189135ポ ラ
シモノ`シラ 1-198 219レツ

124モ″レン
16わダ
134つり
210モタセイ
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シャガ 1-18374アヤメ
1-187120tンF,ダシャクヤク

シャリンノくイ      1-190135ポ ラ
シュロ 1-181 63ヤシ

1-1鶴 77"シユンラン

ショウブーーーーーーーーー1-18164,卜打モ

シラカシ        1-184盟 げナ
シラヤマギク      1-2002播 材
シラン         1-1鶴 77ラン
シロザ         1-186108朔 げ
シロダモ 1-188 125,スブキ
シロツメクサ      1‐ 1911鉛マメ
シロパナウツボグサーーー2-76 21鋤ツ
シロパナサクラタデーーー1-185107,デ
ンロパナムシヨケギク十-1-201236W

シロヤマプキ      1-190135ポ ラ
シロヨメナ       1-200郷 移
ジキタリス 1-199221ゴマ′ハが'
ジシノヽり        1-201236キ ケ
ジヤケツイパラーーーーー1-1911鏑マメ
ジヤノヒゲーーーーーーーー1-18271エリ
ジュウエヒトエーーーーー1-1財 21鋤ツ
ジユズダマ   ｀   1-17961イ ネ
ジロポウエンゴサクーーー1-1鶴 126わ
ジンチョウゲ      1-19517妙

・
ンチヨ'ダ

スイカズラ       1-199230ス イカポラ
スイパ         1-186107炉

・

スイレン        1-186115ス イレン
スギーーー十一―一一一-1-17736スギ
スギナーー       1-1765卜 "
ススキ         1-17961イ ネ
スズシロツウ      2-74 128ル

・
ラナ

スズメウリ       1-200234,り
スズメノエンドウーーーー1-1911鍋マメ
スズメノカタピラーーーー1-179614ネ
スズメノカタピラーーーー1-18061イネ
スズメノテッポウーーーー1-17861イネ
スズメノヒエ      1-18061イ ネ
スズメノヤリ      1-18269イ メ,
スズラン       1-18271ユ リ
スダジイ 1-18498ガ ナ

1-186 113スバ
・
りとユスペリヒユ

スモークツリーーーーーー2-74 150"シ
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セイタカアワダチソウーー1-202236ψ
セイヨウタンポボーーーー1-2022益キク
セキショゥ      1-18164,ト イモ
セ リ 1-196 181セリ

セリパオウレンーーーーー2-74 12鎌 ンポ'ダ
セリパオウレンーーーーー2イ4 184口"・イ
センキュウ       1-196181セ リ
センダン 1-192 143センタ

・
ン

センダングサ      1-200236キ ″
セントウソウ      1-196181セ リ
センニンソウ      1-187120ヤ ンポ'ダ
センベルセコイアー十一-1-17736ス ギ
ゼニパアォィ      ト 1941637オイ
ゼンマイ 1-176 8せ

'ン
マイ

1-200230スイカガラ
1-201236ψ

ツクズ

タイアザミ
タイサンポクーーーーーー1-1聞 124モルン
タカサプロウ     I-201286寺 ケ
タカトウダイー十一一__1-192146卜,ダイゲ,
タガラシ        1-187120キ ンドウダ
タケこグサ       1-1鶴 126,シ
タコノアシ      1-1891範 エキルタ
タテイヌノフグリーーーー1-199221ゴマメ財

・
'

タチガシワ      2-76 215ガ ガ村
タチヨウガイゼキショウー1-182694ゲ,
タチツボスミレーーーーー1-19416鉱ミレ
タチパナモドキーーーーー1-190135ポラ
タツナミツウ      1-198219シ ッ
タネツケパナ      1-1891287デ ラナ
タブノキ          1-188125,ス タキ
タマアジサイ      1-18913鈍 リンタ
タマガヤツリ      1-18162カ リリが,
タムラツウ       ト 2022範 キ,
タラノキ        1-1951側 "ば
タラヨウ        I-193151モ チタキ
ダイオウグミ      2-75 174ゲ ミ
ダイモンジツウーーー十-1-18913範 キタンタ
ダンコウバイ      1-1鶴 125,スタキ
ダンドポロギクーーーーー1-2012範キ″
チカラシパ      1-18061イ ネ
チガヤ                 1-17961イネ
チゴザサ 1-17961イネ
チダケサシ       1-189133エ リンタ

チチヨグサ       2-76
チチコグサモドキーーーート201
チヂミザサ       1-1的
チドメグサ 1-195

チヤガヤツリ      1-181
チヨウジザクラーーーーー1-190
チョウジタデ     ト 195
ツガーーーーーーーーーーート177

ツリフネ
ツルウメ
ツルカノ
ツルグミ

236キケ
2踏ψ
61淋

181セリ
166リポキ
62カtリゲサ
135ボラ
1777カA・ナ
35マツ
230スわポラ
160デド,
77ラン
181セリ
169吹ミレ
114,テ
・
シヨ

67リユタ,
235持ョウ
152ニシキキ
・

158ツリフネツ,
152ニンキキ
・

232オミナIシ
174ダミ
107,デ

219レツ
235キ辛ョ,
136マメ
71ユリ
152こシキギ
136マメ
236秒

214キョウチタトウ
125,スノキ
62カヤリリア,
22デンデツ,
154tIデ

2とカゲ′カポラ
12 0抄ポけダ
63ヤシ
146卜,ダイゲ,
210モケセイ
219ウツ

194

ツク

ツタ

パネウツギーーーーー1-199

ツチアケピ
1-194

1-183

ツポクj― ―-2-75

ツボスミレ       2-75
ツメクサー……………………1-186

ツユクサ        1-181
ツリガネニンジンーーーー1-200

ツリバナ         1-193

ソウ      ト 193
モドキーーーーーー1-193
コソウーーーーー1-200

= _ 1

ツルドクダミ      1
ツルニガクサ      1

ツルニンジン      1
ツルフジパカマーー十一-1

ツルボーーーーーーーーーー1
ツルマサ
ツタレマメ

キ

-195

-186

-198

-200

-191

-182

1-193

1-191

ツワブキ       ー 1-201
チイカカズラ      1-197
チンダイウヤクーーーーー2-74
チンツキ        1-181
デンジソウ       1-177
トウカエデ 1-198

トウゲシパーーーーーーーー2-73
トウゴクサパノオーーーー1-187
トウジュロ 1-181

トウダイグサ      1-192
トウネズミモチーーーーー1-197
トウパナ十 一__1_1鶴

トキリマメ
トキワハゼ

1-191 136マメ
1-199221ゴリ刀げ,



トクサ 1-176 5トケ,

トサミズキ       ト 189134マンリ
トダシパーー十一一一一キー1-17861イネ
トチノキ 1-193 155トチメキ

1-189132卜下ラトベラ

トボシガラ十 一―一十一-1-17961イネ
ドウダンツツジーーーーー1-196204"ン

・

ドクダミ 1-18891ドケダミ
ドジョウツナギーーーーート17961イネ
ナガパノヨウヤボウキーー2-76 236ψ
ナガパノスミレサイシンー1-194169スミレ
ナガパノスミレサイシンー2-75 169スミレ
ナキリスゲ 1-1806掛 出メリゲ,

ナギナタヨウジューーーー1-19821鋤ツ
ナズナーーー      1-1鶴 1287デカ
ナツグミ 1-195174ダミ

1-194 166) 子ヾナツツパキ

ナツノタムラソウーーーー2- 7 6  2 1 9シツ
ナツノハナワラピーーーート17 6 6 A "ラピ

ナツミカン

ナツメ

ニガキ
ニガナ

ナワシロイチゴーーーーー1-190135ポ ラ
ナンテン        1-187122片

・

ナンパンカラムシ十一一-1-185102わ ケ,
ナンバンギセルーーーーーー1-1992郷 内マ"ば
こガイテゴー ー 1-190135ポ ラ

ナナカマド
ナルコユリ

1-192 141ミオン
1-198 159jE'メモト

・
キ

1-190 135A・ラ
1-182 71■り

1-192 142ニカ
・
キ

1-201236ψ

1-193152ニシキギ
1-192146卜,ダイメ,

ニシ寺ウツギ      1-200230ス わポラ
ニシキギ
ニシキソウ
ニッケイーーーキーーーーー2-74 125タスタキ
ニホントウキ      ト 195181セリ
~ョ
イスミレ      2-75 169ス ミレ
~ラ
            2-73 71ユ リ
ニリンソウ 1-187120キンポ'ダ
ニワゼキショウーーーーー1-1鶴 747ヤメ
ニワトコ 1-200230スわガラ
~ン ニク        2-73 71ユ リ
ヌカキ
ヌカボ

ピーーーーーーーーーーーーーーーー1-180 61イネ
1-178 61イネ
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ヌカボシソウ      1-18269イ メ,
ヌスピトハギーーーーーー1-191136マメ
ヌル7~-1-193150,ル シ
ネコノメツウ      1-1891駅 Hキルタ
ネコハギーーーーーーーーー1-191136マメ
ネヨヤナギーーーーーーー2-73 94ヤギ
ネジキ         1-196204"ガ
ネジパナ        1-1鶴 77ラン
ネズミムギ      1-17961イ ネ
ネズミモチ       1-197210ψ セイ
ネナシカズラ     2-76216と お

・
オ

ネムノキ       1-191136J
ノアサガオー ー76 216リガオ
ノアザミ 1-201236ψ

ノイメモラーーーーーー 1-190135ド ラ
ノウルシ          1-192146卜 ,ダイゲ,
ノガリヤス 1-17961イネ
ノゲシー ー ー 1-202郷 キタ
ノコンギク 1-200 236キク

1-191 136マメノササゲ
ノジスミレ       1-194169ス ミレ
ノダケ                1-195 181セリ
ノチドメーーーーーーーーーー2-75 181セリ
ノハラアザミー十一――-1- 2 0 1 2弱ψ
ノピ,レ                 1-182 71■リ
ノプドウ         1-194160デ ド,
ノボロギク 1-202 236キ,
ノミノツツリーーーT― ~1~186114汚

・
シヨ

ノミノフスマ      1-186114方
・
シヨ

ノムラカエデ      ト 193154カェデ
ハイヨヌカグサーーーーー1-17861イネ
ハイビヤクシンーーーーー1-17737り辛
ハエドクソウ      1-199 227AIド ",
ハキダメギク      1-201286ψ
ハクウンポク      1-1解 2091ゴ′キ
ハクチョウゲーーーーーー1-1992297カネ
ハグマノキ              2-74  150,ルシ
ハコネウツギーーーーーー1-200230スイカガラ
ハコベ 1-186 114ナテ

・
シヨ

ハシカグサ       1-1992297カ ネ
ハシリドヨローーーーーーー2-76 22けス
ハダカホォズキーーニーー1-198220払
ハッカ 1-198 21ゆ ツ
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夕ヽ卜翌虫ヨF――中―一――――……―……-1-17961イネ
ハナイカダ 1-196182ミガキ
ハナイ′〔ナ        1-1財 217Aラ韓
ハナショウブーーーーーー1-1鶴 74アヤメ
ハナタデーーーーーーーーー1-18510竹テ

・

ハナツクパネウツギーーー1-199230スftポラ
ハハヨグサ       1-201236キ タ
ハVス ゲーーーーーーーーーーー1-18162,pリゲ,
ハマスゲ       1-18271■ リ
ハマナス        2-74 135ボ ラ
ハマヒサカキ      ト 194166ウボキ
ハリエンジュ      1-191136マ メ
ハリギリーーーーーーーーー1-195180"ギ
ハルジョオン      ト 2012益キタ
ハルニレ          1-185駅 エレ
ハルユキノシターーーーート18913鈍キ′シタ
ハンゲショウ       1-18391ド ケダミ
ハンショウツルーーーーー1-1871201パ,メ
ハンノキ 1-18497カドタキ
パイカウツギー 1-189133■tルタ
パイモー ーーーー ーー2-7371ユ リ
パクチノキ        2-74 1益 ドラ
ヒイラギ        1-197210宅 准イ
ヒイラギナンテンーーーー1-187122メギ
ヒイラギモクセイーーーー1-1財 210モクセイ
ヒエガエリ 1-180 61イネ

1-183 74アヤメヒオウキ
ヒガンパナ       1-1聞 71■り
ヒゴクサ        1-1806跡 リリメ,
ヒサカ 194166,ボ キ
ヒシーーーーーーーーー…2-75 町 】

・
ナ

ヒツジグサ       2-74 115ス イレン
ヒデリコ 141816閉由,リダ,
ヒトツパタゴー 2-75 210モ焼イ
ヒトリシズカ      1-18493tン リョウ
ヒナタイノヨズチー 1-186109Lユ
ヒノキ           1と 177Wと ,キ
ヒメアシボソ     1-17961イ ネ
ヒメイヌピエ      ト 17961イネ
ヒメウズ       2-74 1郷 特ば,ダ
ヒメウツギ      1-189鴎 鎖キPS7タ
ヒメオドリコソウエーーー1-198219シツ
ヒメガマ        ト 17851ガマ

ヒメクグーーーーーーーー1-18062カリリメ,
ヒメヨウツ 1-185 101ケヮ
ヒメヨバンソウーーーーー1-17861心
ヒメシダーーーーーーーー1-17616オンダ
ヒメシヤラ       1-194166ツ バ

・
キ

ヒメジツ 1-198 219シッ
ヒメジョオン      1-201236キ タ
ヒメツゲーーーーーーーー1-192147,デ
ヒメテンツキ      1-18162カ リリゲ,
ヒメドヨロ       1-1鶴 73f7'4t
ヒメハギ       1-192144と 加ギ
ヒメヒラテンツキーーー…1-18162カ抄リゲ,
ヒメミツハギーーーーーーニ1_195175ミツ店

・

ヒメムカシヨモギーーーー1-201236辛″
ヒメヤシャプシーーーーー1-18497カポ舛
ヒメユズリハ     1-192145■ ガリハ
ヒメワラピーーーーーーー1-17616わダ
ヒュウガミズキーーーー…1-189134つり
ヒヨドリジョウゴー 1-198220妖
ヒヨドリノくナーーーーーー2-76 236手ク
ヒラドツツジ     1-196204"シ

・

ヒルガオ        1-1財 216ヒルカ
・
オ

ヒルムシロ       み 73 53り ゆロ
ヒロハイヌノヒゲーーーー1-18166ホシ″,
ヒロハウシノケグサーーー1-17961イネ
ヒンジガヤツリーーーーー1-1816幼りリダ,
ビックリグミ      2-75 174ダ ミ
ピナンカズラ      1-1鶴 124ψレン
フキ          ト 201236ψ
フクロシダー 2-73 1研 ンダ
フサザクラーーーーーーー1-187118が ,ラ
フジ         1-191136び
フジパカマ       1-2012弱 ψ
フタマタマオウーーーーー1-178387わ
フタリシズカ      1-18493セ ンリョ,
フッキツウ       ト 192147,メ
フデリンドウ     1-197212リ ンドウ
フトイ 1-1816閉膚刃ゲ,
フトボナギナタヨウジュー1-19821鋤ッ
フユノハナワラピーーー…1-176勧"ラビ
プタクサ        1-200236υ
ヘクソカズラ      1-1992297カ ネ
ヘピイチゴ 1-190135ド ラ



ヘラオモダカ      2-73 58オ モダカ
ベニイチヤクソウーーーー1-196203イオタツ,
ベニシダーーーーーーーー1-17716わダ
ベニパナボロギク十一一-1-201236キケ
ホウキギク 1-200 236キク

ホウチャクソウーーーーーー1-1 8 2 7 1ユリ
ホ月トノキーーーーーーーー中―…………1-188 124モクレン
ホシクサ        1-18166わ ケサ
ホシダーーーーーーーーーー1-17716オンダ
ホソアオゲイトウーーーー1-186109Lユ
ホツパアキノノゲシーーー1-201236キケ
ホソパシケシダー十一―-1-17716オンダ
ホソムギー       1-17961イ ネ
ホタルイ 1-181 62カヤツリク

‐
サ

ホタルカズラーーーーーー1-197217じ ,キ
ホタルブクローーーーーーー1-200235キキョ,
ホップ 1-185 1007サ

ホテイアオイーーーーー…2-73 68ミポ7オイ
ホトケノザーーーーーーー1-19821鋤ツ

ホトトギス 1-182 71エリ

1-191 136マメホ ド

ホナガアオゲイトウーーー2-74 10批ユ

ホル トノキーーーーーーーーーーーーーー2-75  161ホルトメキ
ボケ 1-190135ポ ラ

ボタン十 一-1-187120秒 ざ,ダ
ボントクタデーーーー十-1-185107タデ
マコモーーー      1-18061イ ネ
マサ 193152こシギ

マツカゼソウー十一―――一い192141ミカン
マツパイ 1-18162カヤツリゲサ
マツプサ        2-74 124モ ルン
マツモ 1-186 116マツモ

マテパシイ       1-184弱 デナ
ママコノシリヌグイーーー1-185107タデ
マメザクラ 1-190 135A‐ラ

1-192152こシキギマユミ

マルバウツギーーーーーーー1-1的 1鍋ュキルタ
マルバヨンロンソウーーー1-1891287デラナ
マルバハギー ー 1-191136マメ
マルバハッカーー十一一-1-19821鋤 ツ
マルパペニシダーーー十-1-17716オンダ
Vル タ`く7S/tナ2″―――――――――-2-74  134マンサク
マルパルヨウツウーーーー1-1 9 7 2 1 6とめ'オ

ンリョウ 1-196205,・コ,メ
1-178 52ミケリク リ

ミサキカグマ      1-17616わ ダ
シマサイコ      1-195181セ リ

ミスミツウ 1-187120移ポ,ダ
ミズオオパヨ      1-17859ト チカポミ
ミズガヤツリ      1-18062カ tt7リゲチ
ミズキ         1-196182ミ ポキ
ミズタマツウーーーー十-1-1951777カドナ
ミズナラ        2-74 弱 デナ
ミズヒキーー      1-18610η デ
ミソハギ         1-195175ミ 朔ギ
ミゾイチゴツナギ十 一■-18061イネ
ゾシダ 1-17716オシダ
ミゾツパーー      1-185107タ デ
ミゾハコペ 1-194 169スミレ

ゾホオズキーーーーーー1-199221ゴ マ′Aメ'
ミチヤナギーーーーーーー1-186107タデ
ミツガシワ      1-197213ミ カ

・
シワ

195 181セリ
ツパアケピーーーーニ_1_1871217ケ ピ

ミツパウツギ      1-193153ミ リA・ウ求
・

ミツパツチグリユニー十-1-190135ドラ
ミツパツツジ      1-196204〃 デ
ミドリハヨベ      1-186114汚

・
カ

ミドリヒメワラピーーーー1-17616オンダ
ミミナグサー      1-186114方

・
カ

ミヤコグサ       1-191136マ メ
ヤマキケマンーーーーー1-1鶴126わ
ヤマシキミ      1-192141ミ カン
ョウガ        1-1鶴 75ショ,ガ
ギラン        1-1鶴 77カ

クノキ         1-184餓 レ
クロジ 1-193 156ムケロシ

・

サシアプミ      1-18164,ト イモ
ツオレグサ      1-17961イ ネ
ラサキケマンーーーーー1-1鶴 126わ
ラサキサギゴケーーーー1-199221ゴマメAゲサ
ラサキシキブーーーーー1-19721助げ ラ
ラサキマムシグサー十-1-18164サトイモ
タセコイア     1-17736ス ギ
メダケ 1-178 60タケ
メドハギーーーー中――――一-1-191136マメ



メマツヨイ
モウソウチク      1-17860"
モクレイシ 2-75 152ニシキギ
モチノキ
モッヨク

1-17961イネ
1-195 Wη内ドナ

1-193 151モチノキ
1-194166ツドキ

86

メナモミ           1-202236キ ″

メハジキ        1-19821鋤 ツ

メヒシパ

マザクラ 1-19013〕 ばラ

マタツナミツウーーーー1-1鋼 21勢ツ
ツツジ       ト 196204"ン

・

マトアオダモーーーーー2-75 210t亮イ
トリカプトーーーーー1-18712備ンドげ
ニガナーーーー十一-1-201236ψヽ 一 か′′  ~~~~~―

一
〒
――~~~と ~る

Vム る00■ 7

マネコノメソウーーーー1-1891戦 ,シタ
マノイモ      ト 1鶴 72ヒガンドナ

1-191 136マメ
ハtぎ                1-193 150,ルシ
ハタザオ      ト 1鶴 128ガ "

1-198 219レツ

ト190噂軌
・
ラ

キツウ      1-1鶴 126,ン
マホタルブクローーーー1-200235tキョ,
マホトトギスー 1-18271ユリ
ウシ 1-196182ミガ辛
ミゾイチゴツナギーー1-18061イネ
マムグラーーーーーーート1992297カネ
マモモ 1-18495ヤ tt
VヨLり               1-18271■ リ
マルリソウ      1 - 1 9 7 2 1 7ム カ辛
キノシタ       1 - 1 8 9 1 3 3■ キルタ
キヤナギ 1-189 135A・ラ

1-192 141ミカン
リアヽ               1-192 145ユガリA

リノキ 1-188 124モケレン
リワサピー 1-1891郷ガ カ
ウシユヤマゴボウーーー2イ4 110■ずポ,
シ         1-18061裕
モギーーーーーーーーー1-200236キ,
ンヨウアオイーーーーー1-185105"′ 怠

・
舛

リュウノウギクー十一一―卜201236ψ
リョウブーキーーーーーー1-196202リョげ
リンゴツパキーーーーーー2-75 166】

'キ

リンドウ         1-197212リ ンドウ
レッドロピン      1-190135ポ ラ
レモンエゴマ      1-19821ウ ツ
レンギヨウ       1-197210モ 'セイ
レンゲ 1-191 136マメ

1-17612,ラピ
1-198 220ナス

ラピ

ワルナスピ

ワレモヨウ       1-190135ボ ラ

tミ                   1-17735ゆ

モミジイチゴ      1-190135ド ラ

マハギ

モミジガサ 1-201 236キケ

ヤエオモダカ      2-735研 モダオ
ヤエムグラ       1-1992297カ ネ

マハッカ

ヤクシツウ 1-202 236辛'

ヤシャプシ      1-18497カ ド′キ
ヤツデ        1-195180,オ

・

ヤナギタデ 1-185107タデ
ヤノネグサーーーーーーー1-185107タデ
ヤハズエンドウーーー十-1-191136マメ
ヤハズツウ       1-191136マ メ
ヤブカンゾウ      1-18271エ リ
ヤブガラシ 1-194160デ ドウ
ヤブヨウジ      1-196205,・ コ"・
ヤブツテツ       ト 17716わダ
ヤブタバヨ      ト 201236キタ
ヤプタピラコーーーーーート201236キタ
ヤブッパキ       1-194166ツ ドキ
ヤブデマリ       2-76 230ス 4jガラ
ヤブヘピイチゴーーーーー1-190135ドラ
ヤプマオ        1-185102わ ,,
ヤプマメ 1-191 136マメ
ヤプミヨウガーーーーーー1-18167リユ舛
ヤブムラサキ      2-76 21切 明げ,
ヤプラン 1-182 71■リ
ヤブレガサ       1-202236キ ,
ヤマアジサイ      ト 18913祖キルタ
ヤマアワ 1-17961イネ
ヤマイタチシダーー 1-17616tンダ
ヤマエンゴサクーーーーー1-1鶴 126ケシ
ヤマカモジ      1-17961裕
ヤマグワ 1-185 101ケ,
ヤマヨウパシ      1-1鶴 125,スタキ
ヤマゴボウ       1-186110巾 ずドウ



自然保護センター報告投稿規定

投 稿 先

〒24 3 0 1厚 本市七沢 65 7

神奈川県立自然保護センタ
ー

自然保護センター報告編集委員会

1 ,内 容

(1) 神 奈川県の自然や自然保護思想の普及啓発に役立つ報告

(2) 自 然保護センター野外施i2及び県英 ・丹沢地域の自然に関する報告

2.発 行は1年 l lHlとし,12月 15日を原稿締切とする。

(なお、投稿者は,原 稿整理カー ドを11月20日までに提出する。)

3.投 稿された原稿の採否.修 正,掲 載の順序についてはゃすべて編集委員会の決定によるぅ

4`原 稿の体裁

(1) 原 稿は,横 書きとし,20字 ×20字の原稿用紙を用い4枚 で 1頁 とする。

(2) 表 題の下には,欧 文タイトルを入れるち表題及び欧文タイトルは原稿用紙 1枚 と数え,

本文は 2枚 目から書き始める。

(3) 苦 者の所属機関 (無い場合はゃ自宅などの連絡先)を 1枚 目の末尾に括弧書きで入れる。

(4) 原 稿の量は,刷 り上がりで10頁以内を原則とする。

(5) 文 献の書き方は,著 者名.発 行年 (西暦年),表 題,雑 誌名 (または書名)ゃ 巻,号 ゃ

京の順に記す。革行本のときは,出 版社名とその所在地を記入するぅ和文雑誌の書名は,

侑略しないぅ

《例 示 》

○杉坂 学  1988:フ イールドノート各地から_日 本野夕鳥の会神奈川支部報_192:7-10
1  ↑       ↑      ↑       ↑       ↑ ↑ ↑ ↑

一字空白 :     論 文名        文 献名(出典)   No:ペ ーブ

○青島清雅 ,古久久彦_1966:樹 li生ハリタケ科商類十日菌報 Ⅵ
-7:133-140

↑    ↑   ↑     ↑      ↑  ↑   ↑  ↑ ↑  ↑

(中) 一 字空白 :   論 文名     文 献名Vot.NO ペ ージ

(6)文 献の並べ方は著者名のABC順 とし、同著者名がこつ以上ある場合には,年 次順に並

べ.同 一年については、a,b,cを つけてlX‐別する.

(7) 仕 Lが りの図、表及び写真は,そ のまま製版できるようにし,図 .表 及び写真の番号、

天地を祀す.

(8) 図 、表及び写真の説明は、別の原稿用紙に書き,本 文の余rlにす寄入個所を示す、

(9) 十 名はイタリック字体.人 名はスモールキャビタル字体とする。字体の指定方法は次

のようにする、

(例)

イクリンク字体 :字の下にアンダーラインを引く      Pri mula

スモールキャビタ)レ字体て字の下に2本線を引く      Machida

ゴシック字体 i字の下に波線を引く            は じめに

5 胃 」刷 r)

投稿された原稿の著者は,1報 文につき30部の別刷を受け取ることができる。



勲
神 斜 |1県

|ン 穫 亀 者 酪 珊 6劾毬却


